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勢神宮の月読神社などは壱岐の分霊で、壱岐の月読神社はそれら神社の元社とされ、壱岐は神道発祥の地と言われる。月読神
社は農作業に深く関係しているという＝山内賢名著「壱岐焼酎 蔵元が語る麦焼酎文化私論」参考＝写真：壱岐市観光連盟提
供 △小島神社 「壱岐のモンサンミシェル」と言われ、内海湾に浮かぶ小さな島の神社。干潮時には島と陸続きになり歩い
て渡れる。観光パワースポットとしても人気＝写真：高木利忠氏提供 （いずれも芦辺町）
＊表紙の題字は雪州会第３代会長眞鍋儀十翁筆

東
京
壱
岐
雪
州
会
の
会
員
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素
よ
り
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
は
自
民
、
公
明
の
与
党
が
改
選

過
半
数
の
議
席
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
半
ば
に
あ
る

経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
強
化
し
、
デ
フ
レ
脱
却
を
確
実

に
実
現
し
て
ほ
し
い
と
の
有
権
者
の
意
思
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
円
安
、
株
高
、
雇
用
改
善
、

賃
上
げ
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。
半
面
、
地
方
や
中
小

零
細
企
業
へ
の
恩
恵
は
限
定
的
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
経

済
、
外
交
は
重
要
で
す
が
地
方
の
人
口
減
少
問
題
も
重
要
課

題
に
し
て
頂
き
た
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
地
方
の
町
や
村
が
数

年
か
数
十
年
後
に
は
な
く
な
る
の
で
は
と
懸
念
し
て
い
ま

す
。昨

年
、
政
府
は
「
地
方
創
生
」
の
総
合
戦
略
で
、
地
方
の

人
口
減
少
の
歯
止
め
と
し
て
２
０
２
０
年
に
東
京
圏
か
ら

地
方
へ
の
転
出
と
転
入
を
均
衡
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
れ
ば
、
目
標
達
成
は
見
通
せ

ま
せ
ん
。
我
々
の
故
郷
の
壱
岐
も
例
外
で
は
な
く
、
地
方
は

少
子
化
で
あ
る
上
に
人
材
が
大
都
市
に
流
出
し
地
域
が
衰

退
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
が
続
く
地
方
に
人
の
流

れ
を
い
か
に
つ
く
り
出
す
か
。
地
域
文
化
を
生
か
し
固
有
の

魅
力
を
発
掘
し
、
人
を
呼
び
込
む
こ
と
が
大
事
で
す
。

地
域
の
魅
力
を
ど
う
磨
き
、
ど
う
発
信
す
る
か
。
ま
ず
は

観
光
や
帰
省
、
移
住
を
誘
う
ツ
ア
ー
に
よ
り
来
訪
者
を
増
や

し
た
い
。
活
用
し
た
い
の
が
、
地
域
に
根
付
く
文
化
の
力
で

あ
ろ
う
。
歴
史
や
文
化
財
、
伝
統
芸
能
、
習
俗
、
郷
土
食
、

景
観
等
、
文
化
資
源
で
あ
る
。
文
化
庁
が
昨
年
設
け
た
「
日

本
遺
産
」
第
一
弾
１８
件
の
中
に
「
国
境
の
島

壱
岐
・
対

馬
・
五
島
～
古
代
か
ら
の
架
け
橋
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
点
在
す
る
文
化
資
源
を
結
び
つ
け
る
「
物
語
」
を
遺

産
と
し
て
と
ら
え
る
こ
の
制
度
を
官
民
あ
げ
て
Ｐ
Ｒ
す
る

事
で
地
方
創
生
の
道
に
繋
げ
て
い
き
、
一
極
集
中
の
是
正
に

繋
げ
て
も
ら
い
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
は
本
年
で
創
立

９９
年
、
来
年
に
は
記
念
す
べ
き
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

壱
岐
出
身
者
の
関
東
在
住
者
の
親
睦
会
と
し
て
１
９
１
７

年
（
大
正
６
年
）
に
先
人
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
発
足
し
て
１

世
紀
、
今
日
ま
で
諸
先
輩
の
ご
努
力
で
良
き
伝
統
と
歴
史
を

刻
ん
で
連
綿
と
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
人
口
が
東
京
圏
へ

の
一
極
集
中
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
関
東
地
区
の
他
の
ふ

る
さ
と
会
、
他
県
の
県
人
会
で
も
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進

ん
で
い
て
参
加
者
が
減
っ
て
い
る
状
況
と
の
事
で
す
。
当
会

も
例
外
で
は
な
く
年
々
総
会
・
懇
親
会
へ
の
参
加
人
員
が
伸

び
悩
ん
で
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
来
年
の
記
念
す
べ
き
１
０
０

周
年
に
向
け
会
員
各
位
の
英
知
を
結
集
し
会
員
数
を
増
や

し
記
念
の
節
目
と
し
て
、
更
な
る
伝
統
と
歴
史
を
刻
ん
で
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
株
式
会
社
フ
ァ
ウ
ン
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
）

東
京
壱
岐
雪
州
会
会
長

万

谷

正

地
域
に
根
付
く
文
化
の
力
を
活
用
し
た
い
！

巻 言頭
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東
京
壱
岐
雪
州
会
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
ふ
る
さ
と
壱
岐
に
思
い
を
馳
せ
、
壱

岐
の
振
興
発
展
に
多
大
な
お
力
添
え
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
三
島
小
学
校
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
、
去
る
８
月
１０
日
か
ら

１２
日
に
東
京
体
育
館
等
で
開
催
さ
れ
た

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
カ
ッ
プ
第
３６
回
全

日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
」
男
女

混
合
の
部
に
出
場
し
た
際
に
は
、
歓
迎
会

へ
の
ご
出
席
並
び
に
熱
い
ご
声
援
を
い
た

だ
い
た
と
伺
っ
て
お
り
、
重
ね
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
２
次
予
選
で
惜
し
く
も

敗
退
し
ま
し
た
が
、
１
次
予
選
を
２
戦
２

勝
す
る
な
ど
全
国
の
強
豪
相
手
に
一
歩
も

譲
ら
な
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
年

４
月
２０
日
、
全
国
国
境
離
島
の
悲
願
で
あ

り
ま
し
た
「
有
人
国
境
離
島
地
域
の
保
全

及
び
特
定
有
人
国
境
離
島
地
域
に
係
る
地

域
社
会
の
維
持
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

い
わ
ゆ
る
国
境
離
島
新
法
が
可
決
成
立
し

て
お
り
ま
す
。
本
法
律
は
、
国
境
に
位
置

す
る
離
島
の
存
続
・
保
全
を
目
的
に
、
航

路
航
空
路
運
賃
・
輸
送
コ
ス
ト
・
漁
船
燃

油
の
低
廉
化
・
雇
用
機
会
の
拡
充
な
ど
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
市
民
生
活
の
さ
ら

な
る
向
上
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
に
つ

な
が
る
、
ま
さ
に
壱
岐
市
の
将
来
を
左
右

す
る
重
要
な
法
律
と
な
り
ま
す
。
こ
の
新

法
を
最
大
限
活
用
す
る
た
め
、
国
へ
の
施

策
提
案
に
向
け
て
、
市
民
皆
様
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
募
集
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
国
の
基
本

方
針
や
県
に
よ
る
計
画
策
定
に
向
け
て
、

集
め
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
を
具
現
化
す
る
組

織
と
し
て
、
去
る
８
月
３１
日
に
、
壱
岐
市

国
境
離
島
新
法
協
議
会
を
設
置
し
て
お

り
、民
間
と
市
議
会
と
市
が
一
体
と
な
り
、

壱
岐
地
域
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
の
協
議
や
、
国
県
へ
の

要
望
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

壱
岐
市
で
は
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
寄
付
金

額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
、

魅
力
あ
る
お
礼
の
品
を
取
り
揃
え
て
お

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ウ
ェ
ブ
申
込

み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
も
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
東
京
壱
岐

雪
州
会
の
皆
様
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
ふ
る
さ
と
壱
岐
を
応
援
す
る
と
い
う

意
味
で
、
多
方
面
へ
の
呼
び
か
け
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

古
代
か
ら
豊
か
な
農
水
産
物
に
恵
ま

れ
、大
陸
と
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
、

文
明
を
生
み
出
し
、
多
く
の
実
り
を
も
た

ら
し
て
き
た
「
実
り
の
島
壱
岐
」
の
魅
力

を
多
方
面
へ
発
信
し
、
今
後
も
、
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
素
晴
ら
し
い
環
境
を
守
り

な
が
ら
、
行
っ
て
み
た
い
ま
ち
、
住
ん
で

み
た
い
ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
目

指
し
、
市
民
皆
様
と
協
働
し
て
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
益
々
の

ご
発
展
と
、
万
谷
会
長
様
は
じ
め
、
会
員

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
す
。

データは語る―ふるさと壱岐は今…（平成２８年度）
２７，６５７人（過去最高時 ５１，７６５人＝昭和３０年代）壱岐の総人口

男性 １３，１６７人：女性 １４，４９０人内 訳

男女計 ９，７５５人（全人口比 ３５．３％＝全国平均 ２７．３％）内６５歳以上

１１，６５４世帯（過去最高世帯数 １１，７１６世帯＝平成２５年）壱岐の総世帯数

５６１，３１１人（平成２７年１月から１２月）壱岐の年間観光数

平成２７年度決算（一般会計・歳出） ２２３億１，０９２万円壱岐市の年間予算

平成２８年度当初予算（一般会計） ２２１億８，５００万円（Ｈ２８は骨格予算）
（注）１．総人口、人口内訳、６５歳以上、総世帯数は平成２８年７月末現在

２．このデータは壱岐市役所の協力により東京壱岐雪州会が作成

実
り
の
島
壱
岐
か
ら
始
ま
る
地
方
創
生

国
境
離
島
新
法
で
官
民
一
体
の
施
策
も

壱
岐
市
長

白
川

博
一
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本
年
創
立

９９
年
と
な
ら

れ
ま
す
こ
と

に
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

人
に
例
え
ま
す
な
ら
ば
「
白
寿
」
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
る
訳
で
あ
り
、
誠
に
お
め
で

た
い
限
り
で
あ
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
が
、

交
通
イ
ン
フ
ラ
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
志

を
立
て
、
首
都
東
京
で
成
功
を
お
さ
め
ら

れ
、壱
岐
人
と
し
て
雪
州
会
を
創
設
さ
れ
、

そ
れ
を
今
日
ま
で
継
続
さ
れ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
１０
月
は
「
第
一

回
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」、「
長
崎
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
長
崎
」
な
ど
の
大
型
イ
ベ

ン
ト
に
加
え
、
長
崎
県
観
光
連
盟
の
主
催

に
よ
る
全
国
の
旅
行
社
を
対
象
と
し
た
、

観
報
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
２１
、

２２
、
日
本
橋
「
長
崎
館
」
で
、「
壱
岐
観
光

物
産
展
」
を
開
催
。
今
後
も
東
京
壱
岐
雪

州
会
の
皆
様
方
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

今
夏
に
遡
り
ま
す
と
７
月
中
旬
か
ら
８

月
末
ま
で
殆
ど
雨
が
降
ら
な
い
と
い
う
、

大
変
な
異
常
気
象
で
あ
り
ま
し
た
。
夏
型

観
光
地
の
壱
岐
に
と
っ
て
は
、
天
候
に
恵

ま
れ
た
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
国
ど
こ

で
も
海
水
浴
自
体
が
下
火
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
こ
と
が
大
き
な
痛
手
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
昨
年
か
ら
個
人
旅
行

客
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
着
地
型
観
光

地
と
し
て
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

外
国
人
観
光
客
に
つ
き
ま
し
て
は
、
右

肩
上
が
り
で
増
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
数
に
つ
き
ま
し
て
は
ま
だ
ま
だ
で
あ

り
、
国
が
外
国
人
観
光
客
を
地
方
へ
も
取

り
込
め
る
よ
う
に
と
の
予
算
措
置
を
講
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
２
０
２
０
年
を
目
標

に
、
外
国
人
居
住
者
が
少
な
く
、
二
次
交

通
に
問
題
が
あ
る
我
が
島
に
お
い
て
も
安

心
し
て
来
島
で
き
る
環
境
整
備
を
急
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

来
年
は
１
０
０
周
年
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
ま
す
が
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
益
々
の

ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

祝
創
立
９９
周
年
に
よ
せ
て

１０
月
は
壱
岐
で
イ
ベ
ン
ト
相
次
ぐ

壱
岐
市
観
光
連
盟
会
長

長
嶋

立
身

す
。

加藤清正、鍋島直茂等が滞在した聖母宮
神々の島「壱岐」・聖母宮（勝本浦）は１５９２年（上）加藤清

正、鍋島直茂等が滞在、石垣を築き西門は加藤、南門は鍋島が
寄進。今（下）は、左から社務所、西門、右手前は往時の将校
宿舎。ここは松浦藩御陣で奉守護を務めた吉野壱岐惣大宮司の
居となる＝吉野弘一氏（前東京壱岐雪州会副会長）提供
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磐
井
の
里

（
東
京
都
大

田
区
大
森
本

町
北
２
丁

目
）
に
西
暦

５
６
２
年
郷

社
磐
井
神
社
が
草
創
さ
れ
ま
し
た
。
第
３０

代
敏
達
天
皇
（
欽
明
天
皇
）
の
折
、
大
巳

貴
神
、
応
神
天
皇
、
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇

后
な
ど
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
大
田
区
入
新
井
１
丁
目
東
町
会

の
有
志
、
由
緒
あ
る
地
の
氏
子
１２
名
は
、

５
月
１１
日
、
倭
人
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
こ

の
美
し
い
島
壱
岐
に
、
薫
風
と
共
に
訪
れ

た
。
見
渡
せ
ば
、
ま
さ
に
古
墳
の
連
な
る

丘
に
若
草
色
の
燃
え
立
つ
き
よ
ら
か
な
島

で
し
た
。
３
世
紀
、
歴
史
家
陳
寿
が
表
し

た
三
国
志
正
史
に
記
さ
れ
た
魏
志
倭
人

伝
。
邪
馬
台
国
へ
の
里
程
、
朝
鮮
か
ら
狗

耶
韓
国
を
へ
対
馬
か
ら
一
支
国
と
あ
り
夕

日
の
沈
む
西
北
の
彼
方
に
、
対
馬
が
薄
黒

い
ろ
に
浮
か
ぶ
、
あ
た
か
も
そ
こ
か
ら
向

か
う
古
代
船
、
縄
文
か
ら
弥
生
と
移
り
ゆ

く
海
の
道
、
倭
国
か
ら
、
後
漢
か
ら
、
行

き
交
う
歴
史
の
浪
漫
が
、
訪
れ
た
一
支
国

博
物
館
か
ら
見
渡
せ
た
。

壱
岐
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
の
は
１０
年

以
上
も
前
の
こ
と
、
坂
井
伸
州
氏
（
東
京

壱
岐
雪
州
会
副
会
長
）
と
の
出
会
い
か
ら

で
し
た
。
私
に
と
っ
て
は
憧
れ
の
地
で
あ

り
ま
し
た
。福
岡
空
港
に
降
り
立
っ
た
時
、

や
や
小
雨
、
博
多
埠
頭
で
は
晴
れ
間
が
見

え
、
わ
く
わ
く
す
る
思
い
で
し
た
。
芦
辺

港
で
は
観
光
連
盟
の
歓
迎
を
受
け
、
壱
岐

交
通
バ
ス
の
伊
佐
藤
さ
ん
の
案
内
で
ス

タ
ー
ト
。
左
京
鼻
で
は
希
少
種
の
白
い
マ

ン
テ
マ
に
出
合
い
、
は
ら
ほ
げ
食
堂
で
ウ

ニ
飯
海
鮮
に
一
同
思
わ
ず
笑
顔
。

博
物
館
を
見
学
し
て
内
海
湾
の
引
き
潮

で
、
小
島
神
社
に
参
拝
の
幸
運
も
。
沿
道

に
は
シ
ロ
バ
ナ
マ
ン
テ
マ
の
群
落
（
ナ
デ

シ
コ
科
、
普
通
花
び
ら
に
赤
い
斑
の
あ
る

マ
ン
テ
ナ
の
母
種
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
）

を
発
見
し
て
植
物
の
不
思
議
を
思
う
。
原

の
辻
の
王
都
遺
跡
公
園
を
散
策
し
て
弥
生

時
代
さ
な
が
ら
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

芦
辺
町
の
か
ね
や
旅
館
で
は
、
ま
る
で

歓
迎
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
と
新
鮮
な
刺
身

盛
り
だ
く
さ
ん
の
料
理
に
一
同
感
嘆
。
そ

し
て
昇
る
朝
陽
も
見
事
。
更
に
勝
本
朝
市

で
は
人
情
に
触
れ
、
辰
の
島
遊
覧
、
海
の

エ
メ
ラ
ル
ド
に
驚

嘆
。
ミ
サ
ゴ
と
の
出

合
い
。
掛
木
、
双
六

古
墳
に
あ
ら
た
め
て

一
支
国
を
認
識
し

た
。湯

本
温
泉
・
壱
岐

島
荘
に
宿
泊
し
神
功

皇
后
の
伝
説
の
湯
に

浸
た
り
、
遊
覧
船
の

防
人
さ
ん
と
裸
の
会

話
。
美
味
し
い
食
事

の
間
に
夕
陽
、
こ
れ

ほ
ど
恵
ま
れ
た
旅
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
こ
そ
風
土
記
の

島
な
の
か
、
磐
井
の

氏
子
の
私
た
ち
に
贈

ら
れ
た
古
代
の
風
な

の
か
。
猿
岩
で
ハ
ー

モ
ニ
カ
演
奏
、
岳
の

辻
で
遠
く
対
馬
に
思

い
を
寄
せ
、
玄
海
酒

造
見
学
で
麦
焼
酎
の

原
点
を
知
り
旅
を
締

め
括
る
一
杯
。
バ
ス
は
振
り
出
し
に
、
芦

辺
港
に
は
市
長
、
市
観
光
連
盟
の
皆
様
に

見
送
ら
れ
、
横
断
幕
を
前
に
み
ん
な
感
動

の
別
れ
で
し
た
。

感
謝
。

弥
生
時
代
さ
な
が
ら
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

史
跡
・
海
鮮
料
理
・
人
情
に
一
同
大
感
激

〈
古
代
の
夢

海
道
の
島
・
壱
岐
を
旅
し
て
〉

入
新
井
一
丁
目
東
町
会（
東
京
大
田
区
）会
長

高
木

利
忠

左
京
鼻
龍
神
で



－６－

平成２８年版 雪州会だより 第４４号

私
の
父
で

創
業
社
長
の

故
長
谷
川
亨

は
芦
辺
町
瀬

戸
浦
の
出

身
。
壱
岐
高

校
卒
業
と
同
時
に
島
を
離
れ
、
電
力
関
係

の
事
業
を
し
て
い
た
叔
父
を
頼
っ
て
仙
台

へ
。
昭
和
５８
年
に
は
独
立
し
て
株
式
会
社

壱
岐
産
業
を
設
立
。
以
来
、
主
に
東
北
電

力
様
関
係
の
工
事
の
安
全
に
関
係
す
る
商

材
販
売
業
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

家
で
は
九
州
弁
し
か
話
さ
な
か
っ
た

父
。
♬
か
り
が
ね
渡
る
壱
岐
の
島
♬
と
い

う
歌
を
よ
く
歌
わ
さ
れ
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
か
ら
社
業
を
受
け
継
い
だ
の

社
員
旅
行
で
壱
岐
の
素
晴
ら
し
さ
体
感
！

心
に
残
る
「
父
の
故
郷
」
の
お
も
て
な
し

株
式
会
社
壱
岐
産
業
代
表
取
締
役

長
谷
川

嘉
宏

私
は
こ
の
春
入
社
し
、
今
回
（
５
月
１３

―
１５
日
）
の
研
修
旅
行
で
人
生
初
の
壱
岐

旅
行
で
し
た
。
博
多
港
よ
り
大
型
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
、
初
め
て
壱
岐
に
上
陸
し
た

感
想
は
緑
一
杯
の
山
々
や
青
く
透
き
通
っ

た
海
な
ど
自
然
に
溢
れ
た
土
地
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

小
島
神
社
は
潮
の
満
ち
引
き
で
参
道
が

現
れ
る
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
・
サ
ン
＝
ミ

シ
ェ
ル
の
よ
う
で
神
秘
性
を
感
じ
ま
し

た
。
島
の
頂
上
に
あ
る
お
堂
は
お
祭
り
の

際
、
縁
側
を
出
せ
る
作
り
に
な
っ
て
い
る

の
は
驚
き
ま
し
た
。

一
支
国
博
物
館
は
私
自
身
歴
史
が
好
き

で
あ
る
こ
と
か
ら
と
て
も
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
館
の
立
地
が
随
分
と
標
高
の
あ
る

場
所
だ
な
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た

が
、
映
像
解
説
の
通
り
の
原
の
辻
遺
跡
を

一
望
出
来
る
様
子
に
納
得
し
ま
し
た
。
ま

た
地
元
の
人
を
モ
デ
ル
に
し
た
人
形
を
ジ

オ
ラ
マ
に
配
置
し
て
い
る
の
は
斬
新
で
、

地
元
に
密
着
し
て
い
る
の
が
見
て
取
る
事

が
出
来
、
良
い
博
物
館
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。壱

岐
出
会
い
の
村
で
は
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。
港
ま
で
移
動
し
、

フ
ァ
ウ
ン
テ
ッ
ク
の
第
６
回

壱
岐
研
修
に
初
参
加
し
て

東
京
営
業
所

武
富

将
平

私
が
住
む
東
京
・
大
田
区
の
町
会
で
活

動
を
す
る
う
ち
、供
壱
岐
僑
の
事
を
紹
介
し

た
と
こ
ろ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
て
是
非
壱
岐
へ
行
っ
て
み
た
い

と
申
し
出
が
あ
り
、
自
分
な
り
の
「
壱
岐

ツ
ァ
ー
」
を
設
定
し
、
皆
さ
ん
を
誘
っ
た

と
こ
ろ
今
回
は
私
を
含
む
１２
名
で
実
行
し

ま
し
た
。
５
月
の
連
休
明
け
の
２
泊
３
日

の
日
程
で
し
た
が
、
幸
い
天
候
に
も
恵
ま

れ
皆
さ
ん
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
事
は
、
か
ね
や

別
館
か
ら
の
眺
め
の
玄
界
灘
の
朝
陽
、
壱

岐
島
荘
か
ら
の
対
馬
海
峡
に
沈
む
落
日
の

眺
め
が
見
事
な
景
観
だ
っ
た
と
の
事
。
ま

た
、
ツ
ァ
ー
中
に
関
西
壱
岐
の
会
の
立
石

さ
ん
グ
ル
ー
プ
の
方
と
原
の
辻
ガ
イ
ダ
ン

ス
で
一
緒
に
な
り
、
そ
こ
で
貴
重
な
文
化

財
の
壱
岐
神
楽
を
観
る
事
が
出
来
て
感
動

し
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回

の
旅
行
で
壱
岐
市
観
光
連
盟
の
皆
さ
ん
始

め
食
事
・
宿
泊
施
設
な
ど
を
お
世
話
し
て

い
た
だ
い
た
壱
岐
交
通
観
光
ガ
イ
ド
の
伊

佐
藤
さ
ん
な
ど
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
「
壱
岐
ツ
ア
ー
」

に
身
近
な
友
人
、
知
人
を
誘
っ
て
企
画
し

て
み
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
大
田
区
町
内
会
の

壱
岐
ツ
ア
ー
に
同
行
し
て

東
京
壱
岐
雪
州
会
副
会
長

坂
井

伸
州

ま
ず
陸
で
パ
ド
ル
の
振
り
方
の
練
習
を
行

い
、
２
人
１
組
で
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
込
み

港
内
で
練
習
。当
日
は
風
が
か
な
り
強
く
、

風
に
の
っ
て
の
直
進
は
速
度
が
出
る
も
の

の
、
旋
回
や
風
上
へ
の
航
行
は
と
て
も
難

し
く
、
波
も
高
か
っ
た
の
で
、
港
外
に
は

出
ず
に
初
め
て
の
カ
ヤ
ッ
ク
を
終
え
ま
し

た
。最

終
日
の
明
朝
四
時
に
起
き
て
堤
防
で

釣
り
を
し
ま
し
た
。
釣
果
は
小
魚
２
、
３

匹
と
い
う
残
念
な
結
果
で
し
た
が
、
真
っ

暗
な
中
、
動
き
は
じ
め
る
漁
船
や
日
の
出

の
光
景
は
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

壱
岐
研
修
は
今
回
で
６
回
目
だ
そ
う
で

す
が
、
初
参
加
の
私
に
と
っ
て
は
、
壱
岐

の
自
然
や
歴
史
に
触
れ
ら
れ
た
良
い
機
会

で
し
た
。
来
年
の
旅
行
も
楽
し
み
で
す
。
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は
１８
年
前
。
仙
台
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
で

す
が
、
祖
母
の
葬
式
の
他
に
２
度
壱
岐
を

訪
ね
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
員
は
誰
も

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

創
業
の
思
い
を
社
内
で
共
有
す
る
た
め

に
も
、
壱
岐
を
丸
ご
と
感
じ
て
く
る
社
員

旅
行
を
思
い
立
っ
た
の
で
し
た
。

仙
台
空
港
を
７
時
半
に
出
て
高
速
船
を

乗
り
継
ぐ
と
、
な
ん
と
お
昼
前
に
壱
岐
に

着
く
の
で
す
ね
。
少
弐
公
園
を
見
学
後
、

さ
っ
そ
く
壱
岐
の
海
の
幸
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
名
前
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
黒
い
魚

の
煮
つ
け
が
な
ん
と
も
美
味
で
し
た
。

名
所
猿
岩
を
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
ー
ズ
で
記

念
撮
影
し
て
楽
し
ん
だ
の
は
五
分
足
ら

ず
。
強
行
日
程
ゆ
え
、
次
な
る
目
的
地
、

壱
岐
の
「
壱
岐
産
業
様
」
へ
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
「
壱
岐
産
業
」
で
検
索
す

る
と
、
弊
社
の
他
に
は
壱
岐
の
壱
岐
産
業

様
し
か
ヒ
ッ
ト
し
ま
せ
ん
。
ア
ポ
も
取
ら

ず
、
カ
ー
ナ
ビ
を
頼
り
に
訪
ね
て
み
ま
し

た
が
、
土
曜
日
と
い
う
こ
と
で
会
社
は
あ

い
に
く
の
お
休
み
。
社
屋
の
前
で
勝
手
に

記
念
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
来
た
の
だ
か
ら
と
、
近
所
の

方
に
社
長
様
宅
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
訪

ね
て
み
ま
し
た
。
ご
不
在
の
社
長
様
に
代

わ
っ
て
奥
様
と
し
ば
し
歓
談
。
遠
く
離
れ

て
存
在
す
る
同
名
の
会
社
同
士
、
ご
縁
を

感
じ
、
す
ぐ
に
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

弊
社
の
ル
ー
ツ
に
大
き
く
関
係
す
る
松

永
安
左
エ
門
翁
の
記
念
館
で
は
、
ご
案
内

の
方
が
た
い
そ
う
丁
寧
に
解
説
を
く
だ
さ

り
、
な
ま
か
じ
り
の
知
識
が
恥
ず
か
し
く

な
り
ま
し
た
。

降
水
確
率
６０
％
と
言
わ
れ
て
い
た
の

に
、
筒
城
浜
に
着
く
こ
ろ
に
は
青
々
と
し

た
空
が
広
が
り
、
空
の
青
を
映
し
た
海
の

美
し
さ
、
砂
浜
の
白
さ
が
社
員
一
同
の
目

に
焼
き
つ
き
ま
し
た
。

一
方
、社
員
一
同
の
心
に
残
っ
た
の
は
、

壱
岐
の
人
達
の
お
も
て
な
し
で
し
た
。
私

か
ら
す
れ
ば
親
戚
で
は
あ
り
ま
す
が
、
か

な
り
遠
い
関
係
。
そ
れ
で
も
ず
っ
と
付

き
っ
き
り
で
案
内
を
し
て
く
れ
た
Ｓ
さ

ん
、
持
ち
切
れ
な
い
ほ
ど
の
お
土
産
を
く

だ
さ
っ
た
Ｏ
さ
ん
。
フ
ェ
リ
ー
港
か
ら
、

お
互
い
の
姿
が
見
え
な
く
な
る
ま
で
手
を

振
り
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。

人
類
皆
兄
弟
、
壱
岐
は
お
互
い
を
兄
弟

の
如
く
大
切
に
し
、
存
分
に
も
て
な
す
文

化
が
根
づ
い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。東

京
雪
州
会
に
集
う
皆
様
も
き
っ
と
そ

う
い
う
方
々
ば
か
り
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

貴
会
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま

す
。

〈
一
支
国
博
物
館
だ
よ
り
〉

１１
月
１
日
～

１１

１１
月

１１

１１

２７
日

長
岡
秀
星
追

悼
展

〈
世
界
的
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
長
岡
秀

星
追
悼
展
～

世
界
が
そ
の
斬
新
か
つ
前

衛
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
驚
い
た
！
〉
開
催

（
長
岡
氏
は
雪
州
会
の
元
役
員
で
、
ア
メ

リ
カ
を
中
心
に
世
界
的
に
活
躍
）

９
月
３０
日
―

３０

１１
月

３０

１１

２７
日

第
３１
回
特
別
企
画
展
「
し
ま
ご
と
芸
術
祭

２
０
１
６
」
を
開
催
中

＊
こ
の
他
、
１１
月
以
降
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
予
定
。
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巷
間
、「
企

業
、
１
０
０

年
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
物

事
を
計
画
す

る
に
は
、
そ

の
後
１
０
０
年
を
耐
え
う
る
も
の
に
せ

よ
、
と
の
教
え
で
す
。
１
０
０
年
の
間
に

は
科
学
技
術
の
発
展
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
っ
て
民
度
も
進
展
し
ま
す
。
全
国
の

税
務
署
が
管
理
す
る
法
人
数
が
９０
万
社
を

超
え
る
な
か
で
、
百
年
を
生
き
抜
い
た
も

の
は
何
社
あ
る
で
し
ょ
う
。
数
％
に
も
満

た
な
い
で
し
ょ
う
。

東
京
壱
岐
雪
州
会
は
来
年
、
創
立
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
先
達
の
ご
苦
労
が

忍
ば
れ
ま
す
。
そ
し
て
現
在
の
役
員
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
は
頭
が
下
が
る
一
方
で

す
。
会
の
目
的
で
あ
る
「
会
員
の
親
睦
と

交
流
を
図
り
、
故
郷
壱
岐
の
発
展
に
寄
与

す
る
」
と
の
趣
旨
は
立
派
に
達
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
役
員
の
皆
様
の
行
い
は
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
域
」
を
越
え
て
い
ま
す
。
自

ら
の
時
間
と
一
定
の
費
用
を
負
担
し
て
の

活
躍
で
す
。
こ
れ
が
１
０
０
年
の
礎
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
は
仕
事
柄
、
長
野
県
人
と
話

す
機
会
が
多
い
。
彼
ら
は
「
長
野
県
歌
」

を
歌
い
ま
す
。

そ
し
て
真
田
信
之
は
名
君
だ
っ
た
、
小

松
姫
は
良
妻
賢
母
の
鏡
だ
と
、
あ
れ
こ
れ

の
逸
話
を
語
り
ま
す
。
我
々
、
壱
岐
人
は

元
寇
の
凄
惨
な
話
は
祖
父
母
か
ら
聞
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
平
戸
藩
の

圧
政
の
話
や
百
姓
源
蔵
事
件
は
あ
ま
り
語

ら
れ
ま
せ
ん
。

「
触
」
制
度
が
敷
か
れ
、
私
有
地
が
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
当
時
の
農
民
は
悲
惨
な
生

活
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
あ
ま
り
に
も
悲
し
く
て
、
言
い
伝
え
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
近
代
史
を

知
る
こ
と
は
壱
岐
人
の
結
束
を
強
め
る
こ

と
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

我
々
は
次
の
百
年
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
。土
台
は
会
員
の
拡
大
で
す
。「
そ
の
昔
、

同
じ
苦
し
み
を
負
っ
た
壱
岐
人
よ
、
集
ま

れ
」
で
す
。

（
勝
本
中
学
出
身

壱
岐
商
高
第
５
回

卒
）

来
年
１
０
０
周
年
「
雪
州
会
に
の
ぞ
む
」

１
０
０
年
の
偉
業
を
後
世
に

土
台
は
会
員
の
拡
大
！

東
京
壱
岐
雪
州
会
理
事

村
井

有

今
年
は
雪

州
会
創
立
９９

周
年
、
来
年

は
記
念
の
節

目
と
な
る
１

０
０
周
年
を

迎
え
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

９９
周
年
と
言
い
ま
す
と
物
凄
く
長
い
年
月

を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
人
は
時
と
し
て

多
い
物
の
例
え
と
し
て
「
九
十
九
」
と
い

う
数
字
を
よ
く
使
い
ま
す
。
雪
州
会
の
先

人
達
か
ら
繋
い
で
い
た
だ
い
た
努
力
に
対

し
感
銘
を
受
け
ま
す
。

そ
の
９９
周
年
に
立
ち
会
え
る
こ
と
は
壱

岐
出
身
者
と
し
て
も
光
栄
で
す
。
私
は
上

京
し
て
今
年
で
ち
ょ
う
ど
５０
年
に
な
り
ま

す
が
、
１
０
０
年
以
上
も
前
に
壱
岐
か
ら

先
人
達
が
上
京
さ
れ
て
い
た
と
は
想
像
に

絶
す
る
よ
う
な
出
来
事
と
し
て
受
け
止
め

て
い
ま
す
。
来
年
は
１
０
０
周
年
と
い
う

年
に
向
か
っ
て
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
輝
か

し
い
歴
史
を
後
世
に
繋
げ
る
た
め
に
私
の

よ
う
な
若
輩
者
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
と

考
え
る
と
き
、
と
て
も
お
こ
が
ま
し
く
て

い
い
考
え
が
浮
か
ん
で
き
ま
せ
ん
。

で
す
が
、〈
雪
州
会
に
の
ぞ
む
〉
と
い
う

こ
と
で
考
え
て
み
ま
し
た
。

①
ふ
る
さ
と
壱
岐
の
意
識
を
前
面
に
出

し
た
会
に
す
る
（
壱
岐
の
郷
土
芸
能
の
披

露
な
ど
）
②
日
頃
か
ら
壱
岐
の
情
報
が
確

認
で
き
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
案
内
の
充
実

③
総
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
の
色
合
い
を
薄
め

る（
中
身
を
変
え
て
全
員
参
加
型
に
す
る
）

④
若
い
人
の
誘
導
を
積
極
的
に
推
進
す
る

（
セ
レ
モ
ニ
ー
の
色
合
い
が
強
い
と
出
に

く
い
）
⑤
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
（
ハ
イ
キ
ン

グ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
）
や
イ
ベ
ン
ト

を
行
う
⑥
連
絡
網
を
キ
メ
細
か
く
整
備
す

る
（
個
人
情
報
の
問
題
も
あ
り
厳
し
い
が

…
）
⑦
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
を
活

用
し
て
若
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
め

る
。そ

う
し
た
中
で
壱
岐
高
東
京
同
窓
会
は

今
年
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
３０
回
開
催
を
機
に

広
く
雪
州
会
に
も
拡
大
し
、
よ
り
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
考
え
、
東
京

壱
岐
雪
州
会
ゴ
ル
フ
会
（
仮
称
）
に
し
て

来
年
の
１
０
０
周
年
を
第
１
回
東
京
壱
岐

雪
州
会
コ
ン
ペ
と
し
て
開
催
し
た
く
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
夏
に
は
壱
岐
高
放
送
部
が
全
国
Ｎ
Ｈ

Ｋ
放
送
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
渡
良
の
三
島
小

が
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
、
そ
し
て
渡
良
小
の
竹
下
君
が
陸
上
全

国
大
会
１
０
０
ｍ
競
技
で
、
そ
れ
ぞ
れ
上

こ
の
歴
史
を
後
世
に
も

イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に

壱
岐
高
東
京
同
窓
会
名
誉
会
長

森
山

実
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私
は
現

在
、
当
会
会

長
の
万
谷
率

い
る
フ
ァ
ウ

ン
テ
ッ
ク
で

仕
事
を
し
て

お
り
ま
す
。
壱
岐
高
卒
業
後
、
大
学
進
学

と
共
に
上
京
し
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
存

在
を
知
っ
た
の
は
当
社
に
入
社
し
て
か
ら

し
て
い
る
こ
と
や
大
陸
と
の
文
化
交
流
も

盛
ん
で
、
戦
い
の
苦
し
い
時
代
を
乗
り
越

え
て
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し
て
来
た
素
晴

ら
し
い
島
だ
と
、
両
親
の
誇
ら
し
げ
な
語

り
に
私
も
深
く
郷
土
愛
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

同
時
に
、
壱
岐
島
は
人
材
輩
出
の
不
思

議
な
力
を
持
つ
島
と
い
う
印
象
を
強
く
受

け
ま
し
た
。
神
社
が
多
い
と
い
う
歴
史
か

ら
、
古
代
の
人
々
の
祈
り
の
想
い
を
ゆ
っ

く
り
た
ど
っ
て
み
る
と
、
目
に
は
見
え
な

い
祈
り
「
意
（
い
）
宣
（
の
）
り
」
に

「
愛
・
貢
献
」
の
意
識
で
満
ち
溢
れ
て
い

る
島
が
壱
岐
島
だ
と
思
え
た
そ
の
瞬
間
、

私
の
鼓
動
は
高
鳴
り
ま
し
た
。
何
故
な
ら

世
界
的
に
成
功
し
た
日
本
人
・
日
本
企
業

に
は
神
社
の
哲
学
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る

と
い
う
文
言
が
頭
に
浮
か
ん
だ
か
ら
で

す
。
私
が
以
前
勤
務
し
て
い
た
ト
ヨ
タ
も

目
に
見
え
な
い
神
社
の
仕
組
み
を
経
営
の

仕
組
み
と
し
て
「
見
え
る
化
」
し
て
い
る

企
業
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

実
は
ト
ヨ
タ
式
の
業
務
改
善
と
神
社
の

業
務
は
よ
く
似
て
い
る
と
言
わ
れ
、
そ
の

業
務
と
は
、
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
整
え
る

「
掃
除
」
と
「
結
界
」
と
い
う
線
引
き
で

す
。
も
っ
と
も
業
務
の
障
害
に
な
る
カ
オ

ス
を
取
り
、
意
識
が
特
定
の
方
向
に
そ
ろ

え
ら
れ
、
フ
ロ
ー
状
態
に
入
り
や
す
く
な

る
と
い
う
事
で
す
。
こ
の
気
付
き
か
ら
、

歴
史
あ
る
雪
州
会
に
喜
び

若
い
世
代
の
増
加
に
努
力

土
肥

瑞
希

に
な
り
ま
す
が
、
あ
の
小
さ
な
島
か
ら
こ

れ
程
多
く
の
人
が
関
東
に
出
て
幅
広
く
活

躍
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
に
初
め
は
凄
く

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
世
代
の
人
は
か

な
り
少
な
い
の
で
正
直
参
加
す
る
こ
と
に

戸
惑
い
は
あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
皆
さ

ん
優
し
く
話
し
か
け
て
下
さ
り
、
何
よ
り

久
し
ぶ
り
に
聞
く
壱
州
弁
に
心
が
ほ
っ
と

し
、
新
た
な
居
場
所
を
見
つ
け
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
来
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
歴

史
の
あ
る
会
に
参
加
で
き
る
喜
び
を
感
じ

つ
つ
、
今
後
少
し
で
も
若
い
世
代
の
会
員

が
増
え
て
い
く
よ
う
に
、
各
地
域
の
壱
岐

の
会
を
参
考
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
や
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
離
島
で
初
め
て
の
大
手
コ
ン
ビ

ニ
の
オ
ー
プ
ン
や
野
外
で
の
映
画
上
映
、

壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の
実
施
な
ど
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
機
会
も
増
え
、
壱

岐
で
活
躍
す
る
方
々
を
見
習
い
故
郷
壱
岐

の
益
々
の
発
展
を
支
え
て
い
け
る
会
に
な

る
よ
う
、
総
会
だ
け
で
は
な
く
会
員
同
士

の
懇
親
の
機
会
も
増
え
て
い
け
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

（
武
生
水
中
学
出
身
、
壱
岐
高
６０
回
卒
）

京
。
そ
の
際
に
は
「
東
京
壱
岐
雪
州
会
こ

こ
に
あ
り
」
の
精
神
で
大
歓
迎
し
応
援
し

ま
し
た
。

ま
た
全
国
綱
引
大
会
に
は
県
代
表
と
し

て
２２
年
連
続
で
「
む
ぎ
焼
酎
壱
岐
」
チ
ー

ム
が
出
場
。
こ
う
し
た
大
会
や
イ
ベ
ン
ト

を
雪
州
会
会
員
が
ま
と
ま
っ
て
応
援
す
る

こ
と
で
会
員
相
互
の
絆
も
深
ま
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
で
「
雪
州
会
」
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

（
田
河
中
学
出
身
、
壱
岐
高
第
１８
回
卒
）

４
年
前
の

秋
、
雪
州
会

総
会
初
参
加

の
折
り
、
会

場
で
は
諸
先

輩
の
エ
ネ
ル

ギ
ッ
シ
ュ
な
お
姿
に
大
変
圧
倒
さ
れ
ま
し

た
。
９０
余
年
の
歴
史
と
歴
代
会
長
の
ご
活

躍
の
素
晴
ら
し
さ
を
早
速
実
家
の
両
親
に

報
告
致
し
ま
し
た
。

す
る
と
壱
岐
は
小
さ
な
島
だ
け
ど
一
支

国
と
し
て
歴
史
は
古
く
、
原
の
辻
遺
跡
か

ら
は
最
古
の
鏡
・
玉
・
剣
の
組
み
合
わ
せ

が
出
土
し
、
古
墳
群
・
神
社
が
沢
山
存
在

歴
史
の
島
を
誇
り
に

雪
州
会
の
発
展
期
待

東
京
壱
岐
雪
州
会
幹
事

立
石

義
昭

壱
岐
島
に
は
祈
り
の
哲
学
が
し
っ
か
り
根

付
き
「
愛
・
貢
献
」
と
い
っ
た
意
識
が
染

み
わ
た
っ
て
い
る
土
壌
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
不
思
議
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
る
事

が
で
き
、
帰
省
す
る
度
に
元
気
に
な
れ
る

の
だ
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

本
年
９９
周
年
に
当
た
り
、

９９

９９
の
数
霊
を

「
ふ
る
さ
と
・
あ
け
ぼ
の
」
と
友
人
か
ら

教
え
て
頂
き
、
感
動
し
ま
し
た
。

東
京
壱
岐
雪
州
会
が
壱
岐
出
身
者
に

と
っ
て
寛
げ
る「
交
流
の
場
」と
し
て
益
々

発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
も

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。（
箱
崎
中
学
出
身

ト
ヨ
タ

工
業
学
園
卒
）
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東
京
壱
岐

雪
州
会
の
皆

様
に
は
、
日

頃
か
ら
ふ
る

さ
と
壱
岐
の

発
展
の
た

め
、
一
方
な
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
県
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
活
力
に

満
ち
た
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

県
下
２１
市
町
と
連
携
し
て
様
々
な
施
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
人
口
減

少
や
県
民
所
得
の
低
迷
と
い
っ
た
構
造
的

な
課
題
の
解
決
は
な
か
な
か
難
し
く
、
特

に
人
口
減
少
に
つ
い
て
は
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
壱
岐
市
で
は
、
一
人

の
女
性
が
一
生
に
産
む
子
供
の
平
均
数

（
合
計
特
殊
出
生
率
）
が
２．１４
人
と
、
全
国

平
均
の
１．４２
人
、
長
崎
県
下
で
の

１．４２

１．６６
人
に
比

べ
大
変
素
晴
ら
し
い
数
値
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
は
、
今
年
３
月
の
高

校
卒
業
者
約
２
３
０
名
の
う
ち
約
２
０
０

名
が
進
学
等
に
よ
り
島
外
に
転
出
し
て
お

り
、
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
で
は
、
壱

岐
市
の
人
口
は
２
７
、
１
０
６
人
と
、
５

年
前
と
比
較
し
て
２
、
２
７
１
人
（
７．７
％
）

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
壱
岐
は
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
の
に
は
大
変
よ
い
社
会
・

環
境
で
あ
る
一
方
、
主
に
高
校
生
を
は
じ

め
と
し
た
若
者
の
流
出
に
よ
り
人
口
が
大

き
く
減
少
し
、
あ
わ
せ
て
高
齢
化
率
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
社
会
活
力
や
地
域
社
会

の
維
持
が
大
き
な
課
題
・
問
題
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

現
在
県
で
は
、
新
た
に
策
定
し
た
「
長

崎
県
総
合
計
画

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２

０
」
の
も
と
、「
人
、
産
業
、
地
域
が
輝
く

た
く
ま
し
い
長
崎
県
づ
く
り
」
に
向
け

て
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特

に
壱
岐
に
お
い
て
は
、
観
光
振
興
に
つ
い

て
は
、
市
観
光
連
盟
が
中
心
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
「
壱
岐
島
ご
っ
と
り

市
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
成
果
を
生
か
し

た
旅
行
商
品
や
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
、
農
水
産
業
な
ど
の

異
業
種
と
の
一
層
の
連
携
な
ど
を
後
押
し

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
第
１
号
の
認

定
を
受
け
た
日
本
遺
産
「
国
境
の
島

壱

岐
・
対
馬
・
五
島
～
古
代
か
ら
の
架
け
橋

～
」
を
地
域
資
源
と
し
て
大
い
に
活
用
す

る
た
め
、
情
報
発
信
と
受
入
環
境
の
整
備

を
進
め
、
国
内
外
か
ら
の
交
流
人
口
の
拡

大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
食
の

宝
庫
と
し
て
の
魅
力
発
信
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
水
産
業
や

焼
酎
等
の
地
場
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い

ま
す
。

県
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
壱
岐
市
と
し
っ
か
り
と
連
携
し
、
先

般
成
立
し
た
国
境
離
島
新
法
を
大
き
な
テ

コ
に
壱
岐
が
持
つ
強
み
や
資
源
を
最
大
限

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
若
者
の
島
内
就

職
や
島
外
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
定

住
の
促
進
に
も
力
を
注
ぎ
、
活
力
あ
る
ふ

る
さ
と
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。東

京
壱
岐
雪
州
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、ふ
る
さ
と
壱
岐
の
発
展
の
た
め
、

引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
長
崎
県
総
合
計
画

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
２
０
」始
動

国
境
離
島
新
法
テ
コ
に
壱
岐
の
強
み
を
最
大
限
活
用

長
崎
県
壱
岐
振
興
局
長

大
﨑

義
郎

勝本浦の聖母宮は、神功皇后が三韓の行き帰りに建てられた。１５９２年朝鮮出兵の折に加藤清正等の武将が
再興した。西門は加藤清正寄進。南門は鍋島直茂寄進。そして、聖母宮向かいに将校宿舎「旗揃舎」を建
造。その後、宿舎は戦勝祈願の神事を務めた壱岐惣大宮司の住居とされた。石垣はその時に築造されたも
のである。 聖母宮名誉宮司 吉野弘一

http://www.maroon.dti.ne.jp/kazamoto/index.html

聖
母
宮

将
校
宿
舎
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本
年
４
月

に
長
崎
県
東

京
事
務
所
長

と
し
て
着
任

い
た
し
ま
し

た
。
長
崎
市

出
身
で
、東
京
で
の
勤
務
は
初
め
て
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
京
壱
岐
雪
州
会
の
皆
様
に
は
、
平
素

よ
り
会
員
相
互
の
親
睦
・
交
流
を
図
ら
れ

る
と
共
に
、
長
崎
県
の
応
援
団
と
し
て
、

様
々
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

壱
岐
は
、
自
然
が
織
り
成
す
美
し
い
景

色
、
原
の
辻
遺
跡
や
古
墳
群
な
ど
の
史
跡

を
有
し
、
新
鮮
な
海
の
幸
、
壱
岐
牛
、
壱

岐
焼
酎
な
ど
の
食
、更
に
は
温
泉
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
４
月
に
は
、
五
島
や
対

馬
と
と
も
に
、
歴
史
あ
る
国
境
の
島
と
し

て
日
本
遺
産
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
、
今

後
交
流
人
口
を
拡
大
さ
せ
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
地
域
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
東
京
に
赴
任
し
て
か
ら
、
多
く

の
県
人
会
の
皆
様
と
接
し
、
お
話
を
聞
く

に
つ
け
、
い
か
に
同
郷
の
集
ま
り
が
心
強

い
か
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
京
事
務
所
で
は
、
国
等
と
の
連
絡
調

整
や
各
種
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、

本
県
の
観
光
物
産
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
ゆ
か
り
の
方
々
の
お
力
を

お
借
り
し
た
い
場
面
が
多
々
あ
り
ま
す
。

本
年
３
月
に
は
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
日
本
橋

長
崎
館
」を
開
設
し
ま
し
た
。

菓
子
、
農
産
・
水
産
加
工
品
、
日
本
酒
・

焼
酎
な
ど
多
様
な
県
産
品
を
用
意
し
、
壱

岐
の
産
品
に
つ
い
て
も
種
々
取
り
揃
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
は
い
わ
ゆ
る
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
去

る
８
月
２
日
に
は
、
寄
附
の
対
象

事
業
と
し
て
本
県
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
３
件
が
国
の
認
定
を
受
け
ま
し

た
。
経
営
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
財
源
の
確
保
に
ご
協
力

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。今

後
と
も
、
ふ
る
さ
と
長
崎
県

の
振
興
の
た
め
に
、
所
員
一
丸
と

な
っ
て
職
務
に
励
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆
様
の
ご

支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
当
事
務
所
へ
も
お
気
軽

に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

結
び
に
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
の

今
後
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
情
報
を
首
都
圏
中
心
に
発
信

「
日
本
橋

長
崎
館
」
に
県
産
品
多
数

長
崎
県
東
京
事
務
所
長

下
田

芳
之
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東
京
壱
岐

雪
州
会
会
員

皆
様
に
は
、

か
ね
て
よ
り

多
大
な
ご
支

援
を
頂
き
ま

し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て
、

昨
年
か
ら
現
在
ま
で
の
農
業
関
連
の
出
来

事
に
つ
い
て
、
３
点
ご
報
告
致
し
ま
す
。

ひ
と
つ
目
は
、
壱
岐
農
業
の
根
幹
と
も

言
え
る
畜
産
の
販
売
高
が
好
調
な
こ
と
で

す
。
子
牛
の
平
均
価
格
は
平
成
２６
年
２６

１２
月

に
当
時
の
過
去
最
高
価
格
５９
万
円
を
記
録

し
て
以
降
、
記
録
を
更
新
し
続
け
、
２８
年

８
月
セ
リ
で
は
８３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
平
均
価
格
は
過
去
に
例
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
農
家
の
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
島
内
の
牛

の
頭
数
は
少
し
ず
つ
減
少
し
て
い
る
と
い

う
現
状
で
す
。
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
と
い
た
し
ま

し
て
も
な
ん
と
か
こ
れ
を
く
い
止
め
よ
う

と
対
策
等
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

故
郷
壱
岐
で
農
業
を
し
た
い
と
い
う
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
就
農
へ
の

研
修
・
支
援
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
当

Ｊ
Ａ
ま
で
ご
相
談
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。ふ

た
つ
目
は
、
壱
岐
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
贅
沢
に
使
用
し
た
レ
ト
ル
ト
商
品

『
ア
ッ
パ
レ
カ
レ
ー
』
が
昨
年
１０
月
に
完

成
し
、
販
売
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

『
ア
ッ
パ
レ
カ
レ
ー
』
は
、
長
崎
県
立
壱

岐
商
業
高
等
学
校
の
生
徒
さ
ん
ら
が
企

画
・
立
案
し
、「
壱
岐
の
産
物
を
全
国
に
発

信
し
た
い
！
」
と
の
思
い
か
ら
商
品
化
が

実
現
し
ま
し
た
。
商
品
に
は
日
本
農
業
賞

大
賞
を
受
賞
し
た
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
部
会
が
生
産
し
た
壱
岐
産
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
り
と
し

た
爽
や
か
な
口
あ
た
り
が
特
長
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
校
生
が
壱
岐
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

と
い
っ
た
思
い
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
大
変
嬉
し
く
、
頼
も
し
く
も

感
じ
て
い
ま
す
。

３
つ
目
は
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

（
就
農
体
験
）
の
取
り
組
み
を
始
め
た
こ

と
で
す
。
専
門
学
校
生
、
大
学
生
が
対
象

で
、
職
業
意
識
の
向
上
と
壱
岐
の
農
業
に

対
す
る
理
解
の
増
進
、
学
生
・
学
校
と
の

交
流
が
目
的
で
す
。
壱
岐
で
農
業
体
験
を

し
て
壱
岐
の
農
業
を
知
っ
て
も
ら
う
。
壱

岐
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
重
要
な
こ
と

で
す
。
昨
年
は
夏
と
冬
に
行
い
、
計
１７
名

の
学
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
学
生
か
ら

は
「
壱
岐
の
農
業
は
面
白
い
。
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
壱
岐
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

楽
し
か
っ
た
。」
な
ど
と
好
感
触
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
で
の
交
流
を
き
っ
か
け
に

Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
（
毎
年
１１
月
開
催
の
収
穫

祭
イ
ベ
ン
ト
）
に
学
生
を
呼
び
一
緒
に
盛

り
上
げ
て
も
ら
っ
た
り
と
、
そ
の
後
も
交

流
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
農
業
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
今
年
も
引
き
続
き
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
体
験
し
て
み
た
い
と
い
う

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

農
業
・
漁
業
等
一
次
産
業
は
壱
岐
を
支

え
る
重
要
な
柱
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
壱
岐

農
業
の
発
展
の
為
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
支
援
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
共
に
皆
様

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し

て
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

若
い
世
代
と
の
交
流
で
農
業
を
元
気
に
！

子
牛
は
高
値
更
新
、
ア
ッ
パ
レ
カ
レ
ー
も
実
現

壱
岐
市
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

川
﨑

裕
司

子
牛
の
高
値
が
つ
づ
く
セ
リ
市



平成２８年版 雪州会だより

－１３－

第４４号

東
京
壱
岐

雪
州
会
の
会

員
の
皆
様
に

は
日
頃
よ

り
、
壱
岐
の

活
性
化
に
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

壱
岐
市
商
工
会
は
平
成
１７
年
４
月
に
発

足
し
、
１１
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
発
足
当

初
は
１
、
２
１
１
社
の
会
員
事
業
所
を
有

し
て
お
り
ま
し
た
が
、経
営
者
の
高
齢
化
、

島
外
資
本
大
型
店
の
進
出
、
後
継
者
不
足

等
に
よ
る
廃
業
に
伴
い
、
本
年
の
８
月
末

現
在
で
９
６
１
社
の
事
業
所
で
組
織
し
て

お
り
ま
す
。

従
前
ま
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
地
域

の
賑
わ
い
創
出
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、小
規
模
事
業
者
へ
の
施
策
も
変
わ
り
、

販
路
開
拓
、
売
上
増
に
つ
な
げ
る
た
め
の

補
助
金
の
活
用
な
ど
、
や
る
気
の
あ
る
個

店
の
経
営
支
援
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
離
島
で
あ
る
壱
岐

に
と
っ
て
は
交
流
人
口
の
増
加
、
壱
岐
な

ら
で
は
の
特
産
品
開
発
、
知
名
度
向
上
が

島
内
経
済
浮
揚
の
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
境
の
島
と

し
て
日
本
遺
産
の
認
定
、
国
境
離
島
新
法

の
制
定
に
伴
う
航
空
・
船
舶
運
賃
の
低
廉

化
や
雇
用
拡
充
な
ど
大
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

一
昨
年
、
国
は
小
規
模
企
業
の
新
た
な

施
策
を
構
築
す
る
た
め
に
「
小
規
模
企
業

振
興
基
本
法
」を
制
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
創
生
に
係
る
内
容
で
は
地
域
支
援
事

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

壱
岐
島
内
に
お
け
る
商
工
業
者
、
商
工
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。本
会
と
し
ま
し
て
も
、

合
併
後
１０
年
を
経
過
し
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
と
し
て
販
路
開
拓
、
知
名
度
向
上
を
目

指
し
た
物
産
展
の
開
催
、
個
店
の
魅
力

ア
ッ
プ
を
推
し
進
め
、
長
崎
県
、
壱
岐
市

と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
壱
岐
市
発
展
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
島
内
事
業
所
へ
の
ご
愛
顧
並

び
に
本
会
の
活
動
等
に
ご
支
援
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

万
谷
会
長
様
を
は
じ
め
会
員
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
、
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

合
併
後
１１
年
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に

壱
岐
市
商
工
会

会
長

吉
田

寛

私
の
趣
味
の
一
つ
に
野
菜
づ
く
り
が
あ

り
ま
す
。
現
役
の
こ
ろ
よ
り
５
坪
位
の
家

庭
菜
園
で
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
本

格
的
に
な
っ
た
の
は
現
役
を
退
職
し
た
こ

ろ
か
ら
で
七
年
位
と
な
る
。
元
々
、
植
物

を
栽
培
す
る
事
は
好
き
な
方
で
、
農
作
業

以
外
で
も
自
宅
の
庭
で
柿
、
キ
ュ
ウ
イ
、

夏
ミ
カ
ン
、
琵
琶
と
果
物
を
栽
培
し
た
経

験
も
あ
る
。
他
に
カ
ト
レ
ヤ
、
シ
ン
ビ

ジ
ュ
ー
ム
、
菊
と
植
物
を
育
て
た
。
本
題

の
農
作
業
に
話
を
戻
そ
う
。

農
業
の
知
識
は
本
屋
に
売
っ
て
い
た
加

藤
義
松
著
の
「
お
い

し
い
野
菜
づ
く
り
」

で
あ
る
。
こ
の
本
以

外
に
も
本
屋
に
は
野

菜
づ
く
り
の
本
が
た

く
さ
ん
並
ん
で
い
る

が
、
内
容
は
似
通
っ

て
い
て
こ
の
本
で
十

分
と
思
う
。
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
野
菜
づ
く
り
の
失

敗
談
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

玉
ね
ぎ
の
種
ま
き
は
私
の
住
む
地
域

（
埼
玉
県
東
松
山
市
）
で
は
９
月
１５
日
を

中
心
に
前
後
１
週
間
位
。
当
初
は
こ
ん
な

事
は
何
も
知
ら
な
い
ま
ま
に
種
袋
に
記
載

の
種
ま
き
期
間
で
種
ま
き
を
し
た
。
苗
床

を
作
り
筋
ま
き
で
種
を
撒
い
た
。
水
を
掛

け
乾
燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
積
り
だ
っ

た
が
、
発
芽
は
パ
ラ
パ
ラ
で
発
芽
も
揃
わ

ず
、
五
〇
〇
粒
位
の
種
で
発
芽
し
た
の
は

一
割
以
下
の
５０
本
も
無
か
っ
た
と
思
う
。

理
由
は
土
が
堅
か
っ
た
よ
う
だ
。
失
敗
は

私
の
野
菜
づ
く
り
の
失
敗
談
‼

今
は
野
菜
苗
を
育
成
し
販
売
も

〈
趣
味
あ
れ
こ
れ
〉

壱
岐
高
東
京
同
窓
会
会
長

副
島

清
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ま
だ
続
く
。
や
っ
と
出
た
苗
を
今
度
は
定

植
を
す
る
の
だ
が
、
本
に
書
い
て
い
る
よ

う
に
苗
床
を
作
り
１５
㎝
間
隔
で
一
本
ず
つ

定
植
し
た
。
作
っ
た
苗
で
は
足
り
ず
、
苗

を
１
０
０
本
位
購
入
し
て
不
足
を
補
充
し

た
。２
～
３
週
間
し
て
様
子
が
お
か
し
い
。

近
く
の
菜
園
の
玉
ね
ぎ
は
元
気
な
の
だ

が
、
私
の
玉
ね
ぎ
は
定
植
し
た
ま
ま
の
状

態
で
少
し
枯
れ
始
め
て
い
る
。
結
局
翌
年

に
収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
は
僅
か
だ
っ
た
事
を

覚
え
て
い
る
。原
因
は
そ
の
後
に
判
っ
た
。

定
植
し
た
苗
床
が
里
芋
を
栽
培
し
た
後
で

里
芋
の
根
が
生
肥
と
な
り
、
玉
ね
ぎ
が

嫌
っ
た
た
め
だ
っ
た
。
現
在
は
農
家
に
手

伝
い
で
玉
ね
ぎ
の
種
ま
き
を
し
て
い
る
。

緑
の
絨
毯
状
に
苗
が
揃
っ
て
育
つ
状
態
は

見
事
で
あ
る
。
定
植
も
多
い
と
き
は
千
本

位
行
っ
た
。

家
庭
菜
園
は
無
農
薬
栽
培
が
原
則
と
思

う
。
つ
ぎ
は
こ
の
無
農
薬
栽
培
の
奮
闘
談

で
す
。

畝
を
作
り
白
菜
を
撒
い
た
。
発
芽
も
良

く
本
葉
も
出
て
順
調
と
思
わ
れ
た
。
翌
日

に
畑
に
行
く
と
大
き
く
な
り
始
め
た
本
葉

が
虫
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
。

見
つ
け
た
虫
は
殺
す
の
だ
が
、
周
り
か

ら
飛
ん
で
く
る
虫
が
多
く
発
芽
し
た
苗
は

全
滅
。
仕
方
な
く
苗
を
購
入
し
て
同
じ
畝

に
定
植
し
た
。
購
入
し
た
苗
は
大
き
く
良

い
苗
だ
っ
た
。
１０
月
に
入
り
、
虫
の
活
動

も
鈍
く
な
り
、
食
害
は
少
な
く
な
り
苗
も

順
調
に
育
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
甘
か
っ

た
。
モ
ン
シ
ロ
チ
ョ
ウ
が
卵
を
産
み
付
け

て
い
た
の
で
あ
る
。
卵
か
ら
孵
化
し
た
幼

虫
（
青
虫
）
は
小
さ
く
食
害
も
気
付
か
な

い
の
だ
が
、
葉
っ
ぱ
の
裏
に
潜
ん
で
い
た

青
虫
は
３
、
４
日
す
る
と
大
き
く
な
り
白

菜
を
バ
リ
バ
リ
。。割
り
箸
で
青
虫
を
捕
ま

え
る
が
、
大
き
い
青
虫
を
殺
し
て
も
３
、

４
日
で
隠
れ
て
い
た
小
さ
い
青
虫
が
大
き

く
な
り
次
か
ら
次
と
葉
っ
ぱ
を
食
べ
て
い

る
。
白
菜
は
固
い
芯
だ
け
残
っ
た
網
目
白

菜
と
な
っ
た
。
翌
年
は
防
虫
ネ
ッ
ト
を
使

用
し
た
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
野
菜
栽
培

以
外
に
野
菜
苗
の
育
成
が
あ
る
。
知
り
合

い
の
農
家
の
手
伝
い
で
年
間
を
通
し
て
販

売
用
の
苗
作
り
を
行
っ
て
い
る
。
１
月
か

ら
茄
子
、
ト
マ
ト
の
種
ま
き
が
始
ま
り
。

ピ
ー
マ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
、
キ
ュ
ー
リ
等
と

続
く
、
茄
子
、
ト
マ
ト
は
接
木
も
し
て
い

る
。
連
作
障
害
、
病
気
予
防
に
は
接
木
苗

は
農
薬
の
使
用
を
少
な
く
す
る
に
も
非
常

に
有
利
な
方
法
で
す
。
７
月
か
ら
は
秋
冬

の
野
菜
の
種
ま
き
が
始
ま
る
。白
菜
、キ
ャ

ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
は
農
家
を
相
手
に
販

売
す
る
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。１
２
８
穴
、

２
〇
〇
穴
の
セ
ル
に
種
を
撒
き
育
成
す

る
。
一
粒
一
粒
の
種
を
丁
寧
に
撒
き
、
発

芽
管
理
、
育
成
管
理
を
適
正
に
す
れ
ば
高

い
発
芽
率
が
確
保
で
き
る
。（
写
真
は
１
２

８
穴
セ
ル
の
キ
ャ
ベ
ツ
苗
で
す
。
こ
の
状

態
で
キ
ャ
ベ
ツ
農
家
へ
販
売
し
て
い
る
。）

（
郷
ノ
浦
町
出
身
）

東
京
壱
岐

雪
州
会
は
今

年
で
創
立
９９

年
、
来
年
は

節
目
の
１
０

０
周
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
郷
里
の
先
輩
方
に
感
謝
す
る
と
共

に
、
私
自
身
こ
の
場
を
共
有
出
来
る
こ
と

を
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
お
ん
ち
ゃ
ん
」と
呼
べ
る
人
は
故
郷
に

も
大
勢
い
る
が
、
中
で
も
五
黄
の
寅
年
生

ま
れ
の
お
ん
ち
ゃ
ん
は
生
き
て
い
れ
ば
今

年
１
０
３
歳
。
今
、
僕
が
い
る
の
は
こ
の

「
お
ん
ち
ゃ
ん
」
の
お
蔭
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
母
が
学
校
を
出
た
後
に
数
年
程
、

お
ん
ち
ゃ
ん
の
営
む
衣
料
店
に
奉
公
し
た

御
縁
も
あ
り
、
幼
い
頃
か
ら
私
達
４
人
の

男
兄
弟
を
ご
夫
婦
で
可
愛
が
っ
て
く
れ

た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
特
大
の
ケ
ー
キ
を

あ
る「
お
ん
ち
ゃ
ん
」の
懐
か
し
き
思
い
出

「
人
の
た
め
に
な
ら
ん
と
い
か
ん
よ
」と
諭
す

〈
回

想
〉
左
京
鼻て

ら
だ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
理
事
長

寺
田

寛
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買
っ
て
く
れ
て
い
て
、
家
族
行
事
が
無
い

子
供
に
と
っ
て
は
唯
一
の
楽
し
み
で
し

た
。
ご
夫
婦
か
ら
の
贈
り
物
は
末
の
弟
が

壱
岐
を
出
る
年
ま
で
続
い
た
と
聞
い
た
。

お
ん
ち
ゃ
ん
の
お
店
に
は
所
狭
し
と
衣

料
品
が
あ
り
通
路
が
狭
か
っ
た
。
遊
び
に

行
く
と
お
ん
ち
ゃ
ん
は
老
眼
鏡
の
奥
か
ら

少
し
上
目
使
い
に
「
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
、
よ
う

来
た
ね
」
と
、
お
ば
ち
ゃ
ん
は
頭
頂
部
か

ら
発
せ
ら
れ
た
よ
う
な
高
い
声
で
「
元
気

に
し
ち
ょ
る
で
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
声
を
か

け
て
く
れ
た
。
実
家
か
ら
歩
い
て
た
っ
た

五
分
程
の
距
離
な
の
で
「
よ
う
来
た
」
と

い
う
ほ
ど
遠
く
は
な
か
っ
た
が
、
私
は
学

校
に
入
る
ま
で
に
延
べ
３
年
半
ほ
ど
入
院

し
て
い
た
の
で
病
弱
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。

母
か
ら
、
お
ん
ち
ゃ
ん
は
瀬
戸
で
衣
料

品
店
「
対
馬
屋
」
を
構
え
る
前
は
小
学
校

の
先
生
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
た
。
何

故
、
先
生
を
辞
め
て
商
売
し
て
い
る
の
か

僕
は
詳
し
く
は
訊
か
な
か
っ
た
が
、
物
知

り
で
あ
り
僕
に
対
し
て
興
味
深
い
話
を
沢

山
し
て
く
れ
る
の
で
お
店
に
よ
く
通
っ

た
。
最
後
に
は
決
ま
っ
て
「
人
の
た
め
に

な
ら
ん
と
い
か
ん
よ
」
と
い
う
一
節
。
来

客
者
が
あ
る
と
話
は
中
断
し
、
そ
の
間
お

ば
ち
ゃ
ん
が
飲
み
物
を
出
し
２
人
で
お
ん

ち
ゃ
ん
が
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い

た
。

夏
の
或
る
日
お
ん
ち
ゃ
ん
の
バ
イ
ク
に

乗
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
父
親
の
バ

イ
ク
に
乗
っ
た
時
ほ
ど
風
を
切
ら
ず
、
芦

辺
の
九
電
前
の
坂
を
下
る
際
に
は
期
待
し

た
ほ
ど
「
ひ
ゅ
っ
と
」
落
ち
る
感
じ
に
は

な
ら
な
か
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り

し
た
。
清
石
浜
を
通
り
過
ぎ
て
連
れ
て
行

か
れ
た
の
は
左
京
鼻
だ
っ
た
。
バ
イ
ク
を

降
り
た
お
ん
ち
ゃ
ん
は
先
に
歩
き
僕
は
後

に
続
い
た
。
２
人
無
言
で
海
を
眺
め
て
い

た
が
暫
く
経
っ
て
「
壱
岐
ん
海
は
キ
レ
イ

か
ね
」
と
。
そ
の
後
も
お
ん
ち
ゃ
ん
は
何

も
喋
ら
ず
、
僕
は
腰
に
し
が
み
つ
い
て
店

ま
で
戻
っ
た
。
芦
辺
の
柳
沢
和
子
先
生
が

担
任
だ
っ
た
か
ら
小
学
三
年
生
頃
か
と
。

棚
卸
し
を
手
伝
っ
た
事
が
あ
っ
た
。
店

と
は
違
う
所
に
案
内
さ
れ
他
に
も
こ
ん
な

に
あ
る
の
か
と
思
う
く
ら
い
山
の
よ
う
な

商
品
が
あ
り
驚
い
た
。
昼
飯
に
イ
ン
ス
タ

ン
ト
の
焼
き
そ
ば
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た

が
、
カ
ッ
プ
麺
は
あ
ま
り
食
べ
た
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
。
ヤ
カ
ン
か

ら
お
湯
を
注
い
だ
後
、
湯
を
切
ら
な
い
で

続
け
て
タ
レ
を
入
れ
ら
れ
た
の
で
、
お
ん

ち
ゃ
ん
も
知
ら
ん
事
が
あ
る
ん
か
と
思
っ

た
が
僕
は
そ
の
ま
ま
食
べ
た
。
生
ま
れ
て

初
め
て
食
べ
た
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
焼
き
そ

ば
は
水
っ
ぽ
く
て
か
な
り
薄
味
だ
っ
た
。

棚
卸
の
手
伝
い
は
夕
方
ま
で
続
い
た
。

大
学
に
入
っ
た
最
初
の
年
に
対
馬
の
豆

酘
（
ツ
ツ
）
で
実
習
が
あ
っ
て
参
加
し
た
。

帰
り
に
壱
岐
で
下
船
し
翌
日
報
告
に
行
っ

た
が
、
実
は
豆
酘
は
お
ん
ち
ゃ
ん
の
生
ま

れ
故
郷
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
幼
い
頃

養
子
で
壱
岐
に
来
た
こ
と
や
故
郷
の
話
を

僕
に
初
め
て
し
て
く
れ
た
。
６
歳
（
だ
っ

た
か
）
の
時
に
養
子
に
入
る
直
前
の
故
郷

豆
酘
の
景
色
と
私
が
初
め
て
訪
れ
た
豆
酘

の
景
色
は
、
今
思
う
と
６５
年
の
隔
た
り
は

あ
っ
た
が
ま
る
で
大
人
に
な
る
ま
で
豆
酘

に
住
ん
で
い
た
よ
う
な
感
じ
で
話
し
て
く

れ
た
よ
う
に
思
う
。
数
年
し
か
住
ん
で
い

な
か
っ
た
筈
だ
が
故
郷
に
馳
せ
る
強
い
思

い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
前
に
お
ん
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
左
京
鼻
に
行
っ
た
が
、
無
言

で
海
を
眺
め
て
い
た
の
は
幼
い
頃
見
た
豆

酘
の
海
を
映
し
て
い
た
の
で
は
と
、
そ
の

時
思
っ
た
。
左
京
鼻
で
は
、
お
ん
ち
ゃ
ん

は
私
の
前
に
つ
っ
立
っ
て
た
の
で
ど
ん
な

顔
し
て
海
を
眺
め
て
い
た
の
か
知
る
由
も

な
い
。

就
職
し
て
か
ら
２
、
３
回
ほ
ど
会
っ
た

が
、も
っ
と
会
い
に
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
、

と
て
も
悔
や
ん
だ
。
祖
父
が
亡
く
な
っ
た

時
も
悲
し
か
っ
た
が
「
お
ん
ち
ゃ
ん
」
が

亡
く
な
っ
た
事
を
後
で
知
っ
た
時
は
も
っ

と
悲
し
か
っ
た
。
お
ん
ち
ゃ
ん
の
言
葉
は

断
片
的
に
自
分
の
心
の
中
に
刻
ま
れ
て
い

る
が
、
子
ど
も
の
頃
に
接
し
て
く
れ
た
お

ん
ち
ゃ
ん
の
優
し
い
姿
を
こ
れ
か
ら
も
決

し
て
忘
れ
な
い
。
数
年
前
、
壱
岐
に
帰
省

し
た
際
に
子
供
た
ち
を
連
れ
て
左
京
鼻
に

行
っ
て
み
た
。
僕
自
身
２
回
目
の
左
京
鼻

で
あ
っ
た
が
「
キ
レ
イ
か
っ
た
」。

今
回
の
寄
稿
に
際
し
、手
元
に
あ
る「
壱

岐
瀬
戸
浦
史
」を
初
め
て
開
い
て
み
た
が
、

集
合
写
真
の
中
に
お
ん
ち
ゃ
ん
の
姿
を
見

つ
け
と
て
も
嬉
し
く
て
懐
か
し
く
思
っ

た
。「
ど
う
で
ヒ
ロ
ち
ゃ
ん
キ
バ
リ
ョ
ル

で
」
と
、
お
ん
ち
ゃ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て

く
る
気
が
し
た
。
多
く
の
思
い
出
を
残
し

て
く
れ
た
「
お
ん
ち
ゃ
ん
」
あ
り
が
と
う
。

合
掌
。（

箱
崎
出
身
・
宇
都
宮
在
住

５０
歳
）

思
い
出
の
左
京
鼻
に
子
供
を
案
内
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１
０
０
年

近
い
歴
史
を

有
す
る
東
京

壱
岐
雪
州
会

の
総
会
が
盛

大
に
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
支
援
・
ご
厚

情
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
壱
岐
高
校

の
現
状
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
概
況
】
学
級
数
は
１
学
年
６
ク
ラ
ス

で
、
全
校
生
徒
４
７
４
名
で
あ
り
、
ひ
と

こ
ろ
の
半
分
近
く
に
生
徒
数
は
減
少
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
な
か
、
生
徒
た
ち
は
元
気
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
お
り
、
学
校
の
活
気
は
増
す

ば
か
り
で
す
。
た
ぐ
い
ま
れ
な
素
直
さ
と

純
粋
さ
を
備
え
た
生
徒
と
熱
意
あ
る
教
職

員
が
「
師
弟
同
行
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も

と
、
勉
学
に
部
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
で
、

地
域
活
性
化
に
は
不
可
欠
な
存
在
に
な
っ

て
い
ま
す
。

【
進
路
実
績
】こ
の
３
月
に
卒
業
し
た
生

徒
１
４
３
名
の
う
ち
、
大
学
等
進
学
者
が

１
１
９
名
、
一
般
就
職
者
が
１０
名
、
公
務

員
が
８
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
合
格

者
の
内
訳
は
、
国
公
立
大
学
が
６４
名
で
県

内
屈
指
の
合
格
率
で
あ
り
、
私
立
大
学
は

８３
名
、
高
等
看
護
学
校
は

８３

２０
名
と
な
っ
て

い
ま
す（
い
ず
れ
も
延
べ
数
）。
関
東
地
方

の
大
学
に
は
、
筑
波
大
学
や
東
京
農
業
大

学
、
都
留
文
科
大
学
等
に
進
学
し
て
お
り

ま
す
。

【
部
活
動
等
】こ
の
６
月
の
高
校
総
体
等

で
は
、
各
運
動
部
と
も
善
戦
し
、
陸
上
女

子
８
０
０
ｍ
で
大
久
保
舞
香
さ
ん
が
北
部

九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
。
文
化
部
で

は
、
放
送
部
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
で
全

国
大
会
に
、
書
道
部
と
美
術
部
の
生
徒
が

九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
中
国
語
コ
ー
ス
の
生
徒
が
各
種

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
上
位
を
独
占
し

て
お
り
ま
す
。
生
徒
は
、
文
武
両
道
で
が

ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。

【
お
願
い
】
今
日
の
高
校
生
に
は
、
時
代

の
変
化
に
対
応
で
き
る
「
国
際
性
・
英
語

で
の
表
現
力
」
や
「
思
考
力
・
判
断
力
」

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
在
福

岡
駐
米
領
事
に
よ
る
英
語
で
の
講
演
会
、

県
主
催
の
海
外
英
語
研
修
へ
の
生
徒
の
参

加
、
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
招
致
、
大
学

と
連
携
し
た
科
学
の
講
座
な
ど
の
新
し
い

取
組
を
行
い
ま
し
た
。
来
年
度
は
、
上
海

市
で
の
英
語
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
生
徒
を

参
加
さ
せ
ま
す
。

地
方
の
離
島
に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

新
し
い
取
組
を
行
う
に
は
、
東
京
壱
岐
雪

州
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
不
可
欠
で

す
。
ど
う
ぞ
物
心
両
面
で
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

長
崎
県
立
壱
岐
高
等
学
校
校
長

山
口

千
樹

〈
壱
岐
高
等
学
校
〉

時
代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
力
を
育
成

新
し
い
取
組
で
更
な
る
飛
躍
を
目
指
す

壱岐高校の在校生

合 計女 子男 子
１６８８２８６１学年
１５６７８７８２学年
１５０６９８１３学年
４７４２２９２４５合 計
（ ３）（ ９）（１３）※コース生徒数

※東アジア歴史・中国語コースの生徒数のことで、在籍
数の内数になります。
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東
京
壱
岐

雪
州
会
の
皆

様
に
は
、
ま

す
ま
す
ご
活

躍
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
校
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
今
年
の
２
月
に
実
施
し
た
修
学
旅

行
で
は
生
徒
と
の
交
流
会
を
開
催
し
て
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
１
１
２
名
の
新
入
生
を
迎

え
、
全
校
生
徒
３
０
８
名
（
２
年
生
９９
名
、

３
年
生
９７
名
、職
員

９７

４１
）
で
平
成

９７

４１

２８
年
度

を
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
校
は
「
本
気
で
学
ん
で
、
本
気
で
鍛

え
て
、
夢
実
現
！
目
指
せ
、
日
本
一
の
島

の
専
門
高
校
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

て
い
ま
す
。
生
徒
の
夢
の
実
現
と
人
間
性

を
高
め
る
た
め
に
、
高
い
目
標
を
持
っ
て

努
力
し
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
や
り
抜
く

努
力
を
続
け
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

さ
て
、前
年
度
は
、１
０
３
名
が
巣
立
っ

て
い
き
就
職
が
５４
％
、
進
学
が

５４

４６
％
で
し

た
。
壱
岐
に
就
職
し
た
生
徒
が
２３
名
で
、

関
東
へ
の
就
職
者
は
１
名
で
し
た
。

生
徒
は
、
落
ち
着
き
の
あ
る
生
活
が
送

れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
声
で
挨
拶
を
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。
放
課
後
と
も
な
る
と
校

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
部
活
動
に
励
む
生

徒
達
の
か
け
声
が
聞
こ
え
、
活
気
に
溢
れ

て
い
ま
す
。

２８
年
度
高
校
総
合
体
育
大
会
の
開
会
式

が
諫
早
市
で
行
わ
れ
、
本
校
も
行
進
に
参

加
し
ま
し
た
。
胸
を
張
り
、
高
々
と
腕
を

振
り
上
げ
な
が
ら
、
た
く
ま
し
い
行
進
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
大
会
結
果
と
し
て

は
、
残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
バ
レ
ー
男
女
は

ベ
ス
ト
１６
位
で
し
た
。
各
部
と
も
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
な
い
粘
り
強
い
戦
い
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。

野
球
部
は
、
３
年
生
１
名
で
あ
り
ま
し

た
が
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
戦
い
、
初
戦

は
島
原
工
業
に
３
−
１
で
勝
ち
、
２
回
戦

は
長
崎
西
に
０
−
４
で
負
け
ま
し
た
。１
、

２
年
生
主
体
の
チ
ー
ム
で
す
の
で
来
年
が

楽
し
み
で
す
。
も
っ
と
力
を
つ
け
上
位
を

狙
え
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

情
報
メ
デ
ィ
ア
部
で
は
、
全
国
高
等
学

校
情
報
処
理
競
技
大
会
長
崎
県
予
選
で
団

体
準
優
勝
で
し
た
。
ま
た
、
個
人
で
は
永

末
真
琴
さ
ん
が
個
人
５
位
、
斉
藤
博
子
さ

ん
が
６
位
に
入
賞
し
、
千
葉
県
で
行
わ
れ

た
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
本
校
生

と
し
て
は
８
年
連
続
で
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
に
行
わ
れ
た
長
崎
県
生
徒
商
業
研

究
発
表
会
で
は
、
本
校
情
報
メ
デ
ィ
ア
部

が
「
い
き
い
き
合
宿
プ
ラ
ン
の
商
品
化
」

を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
発
表
し
、
最
優
秀

を
獲
得
し
ま
し
た
。
長
崎
県
代
表
と
し
て

九
州
大
会
に
出
場
し
、
優
良
賞
を
獲
得
し

ま
し
た
。こ
の
企
画
は
壱
岐
市
観
光
連
盟
、

壱
岐
振
興
局
と
タ
イ
ア
ッ
プ
を
し
な
が
ら

学
生
を
壱
岐
に
格
安
で
招
き
地
域
の
活
性

化
に
努
め
る
も
の
で
す
。
今
年
７
月
１２
日

に
記
者
発
表
を
行
い
商
品
を
発
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、昨
年
、商
品
開
発
し
た
ア
ッ

パ
レ
カ
レ
ー
は
全
国
商
業
高
校
フ
ー
ド
グ

ラ
ン
プ
リ
本
選
に
選
ば
れ
社
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
各
分
野
で

本
校
生
は
活
躍
を
し
て
く
れ
て
お
り
ま

す
。最

後
に
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
と
共
に
、
壱

岐
商
業
高
校
へ

の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま

す
。

長
崎
県
立
壱
岐
商
業
高
等
学
校
校
長

吉
田

惣
治

〈
高
い
目
標
で
努
力
す
る
壱
岐
商
業
高
等
学
校
〉

最
後
ま
で
諦
め
ず
夢
の
実
現
目
指
す

壱
岐
活
性
化
プ
ラ
ン
等
に
高
い
評
価

壱岐商高の在校生

合 計女 子男 子
１１２５８５４１学年
９９４８５１２学年
９７５４４３３学年
３０８１６０１４８合 計
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壱
岐
高
東
京
同
窓
会
は
去
る
６
月
１２
日

に
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
第
２５
回
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
壱
岐
か
ら
は
今
年
４

月
に
赴
任
さ
れ
た
山
口
千
樹
壱
岐
高
校
長

（
壱
岐
出
身
）、江
田
和
夫
同
窓
会
会
長
が

来
賓
と
し
て
出
席
。
会
場
に
は
２５
周
年
記

念
で
壱
岐
高
へ
寄
贈
し
た
「
壱
岐
高
の
ぼ

り
旗
」
を
飾
り
付
け
参
加
者
を
迎
え
た
。

参
加
者
は
５０
名
。

総
会
で
は
平
成
２７
年
度

の
活
動
報
告
、
会
計
報
告

を
行
っ
た
。
山
口
校
長
は

祝
辞
で「
校
歌
に
あ
る『
～

純
潔
学
徒
一
千
の
～
』
壱

岐
高
の
生
徒
数
が
千
名
近

い
時
期
に
比
べ
現
在
は
半

数
程
度
と
な
っ
た
が
、
部

活
の
数
は
減
る
こ
と
な
く

生
徒
の
活
動
は
非
常
に
盛

ん
。
県
大
会
で
は
一
回
戦

で
敗
退
す
る
事
が
当
り
ま

え
だ
っ
た
昔
に
比
べ
、
現

在
は
一
回
戦
を
勝
ち
進
み

決
勝
へ
進
出
す
る
事
も
多

い
。
ま
た
放
送
部
や
中
国

語
コ
ン
テ
ス
ト
は
全
国
大

会
へ
進
出
し
て
優
秀
な
成

績
を
上
げ
て
い
る
」
と
生

徒
の
活
躍
を
称
え
ま
し

た
。

ま
た
壱
岐
市
か
ら
は
「
壱
岐
の
日
本
遺

産
登
録
」「
壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
の
開

催
」「
御
柱
祭
」
の
ポ
ス
タ
ー
が
届
き
、
会

場
入
口
に
掲
示
し
て
会
場
の
雰
囲
気
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

今
回
は
役
員
改
選
期
に
当
た
り
、
森
山

実
会
長
が
退
任
し
副
島
清
新
会
長
へ
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
。

懇
親
会
は
、
壱
岐
高
同
窓
会
江
田
会
長

の
音
頭
で
、
壱
岐
市
の
条
例
に
従
っ
て
壱

岐
焼
酎
で
乾
杯
し
て
ス
タ
ー
ト
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
南
島
原
市
出
身

の
声
楽
家
、
豊
島
正
伸
氏
が
「
バ
ス
・
ス

ト
ッ
プ
」
等
を
独
唱
、
力
強
い
素
晴
ら
し

い
歌
声
が
会
場
に
響
い
た
。
恒
例
と
な
っ

た
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ビ
ン
ゴ
大
会
の
後
、
校

歌
斉
唱
で
閉
会
。

半
年
、
１
年
、
数
年
振
り
に
顔
を
合
わ

せ
た
同
窓
会
の
メ
ン
バ
ー
は
懐
か
し
さ
の

な
か
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
お
互
い
の
健
康

を
確
か
め
合
い
、
来
年
の
再
開
を
約
束
し

て
和
気
藹
々
の
２
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
。

放
送
部
が
４
年
連
続
で

全
国
大
会
出
場

壱
岐
高
放
送
部
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
長
崎
大
会
で
「
友
情
Ｒ

ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
」
が
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門
で

優
秀
賞
に
輝
き
、
全
国
大
会
へ
出
場
し
ま

し
た
。
こ
れ
で
壱
岐
高
放
送
部
は
４
年
連

続
で
全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
す
。

去
る
７
月
２５
日
に
２
年
生
の
中
原
杏
さ

ん
、
１
年
生
の
徳
田
拓
実
君
と
引
率
の
野

下
あ
ず
な
先
生
が
羽
田
空
港
に
到
着
。
壱

岐
高
東
京
同
窓
会
か
ら
会
員
有
志
１０
名
が

出
迎
え
、大
会
で
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

（
壱
岐
高
東
京
同
窓
会
会
長

副
島

清
）

第
２５
回
壱
岐
高
東
京
同
窓
会

山
口
新
校
長
ら
迎
え
賑
や
か
に

挨
拶
す
る
副
島
新
会
長
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壱
岐
商
高
関
東
同
窓
会
第
８
回
総
会
が

９
月
４
日
、
品
川
区
西
五
反
田
で
賑
や
か

に
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
を
通
じ
て
感
じ

る
こ
と
は
皆
さ
ん
の
協
力
を
踏
ま
え
て

各
々
が
役
割
を
自
覚
し
て
活
動
し
、
そ
の

結
果
が
会
を
重
ね
る
ご
と
に
浸
透
し
、
こ

の
会
を
支
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
陰
で
今
年
も
笑

顔

笑
顔

笑
顔
の
楽
し
い
総
会
と
な
り

ま
し
た
。
い
つ
も
「
ち
ん
ま
り
」
と
や
っ

て
い
る
積
り
で
し
た
が
、
今
年
は
更
に
出

席
者
が
少
な
か
っ
た
の
が
気
が
か
り
で

す
。
原
因
を
調
べ
、
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
近
年
は
壱
岐
商
高
か
ら

東
京
へ
の
就
職
は
極
め
て
ま
れ
で
す
。
そ

れ
だ
け
に
会
員
対
象
者
も
少
な
く
な
り
、

絶
対
人
数
が
足
り
な
い
わ
け
で
す
。
こ
こ

で
必
要
な
の
が
、
皆
さ
ん
の
協
力
な
の
で

す
。
皆
で
知
恵
を
出
し
合
っ
て
良
い
方
策

を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
お
互
い
が
一
歩

で
も
半
歩
で
も
こ
の
同
窓
会
を
盛
り
上
げ

る
た
め
に
踏
み
出
せ
ば
会
の
雰
囲
気
も
変

わ
る
で
し
ょ
う
。

当
初
か
ら
壱
岐
商
高
関
東
同
窓
会
は

「
一
人
ひ
と
り
が
一
分
間
、
舞
台
の
主
役

は
私
で
す
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
も
こ
の
モ
ッ
ト
ー
に
沿
っ
て
来
賓
も

含
め
出
席
者
全
員
が
近
況
を
語
り
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
自
己
を
ア
ピ
ー
ル
。
こ

の
和
気
あ
い
あ
い
の
姿
こ
そ
が
同
窓
会
の

原
点
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
積
み

上
げ
、
創
造
し
て
い
く
会
が
こ
の
私
た
ち

の
同
窓
会
で
す
。
誰
の
た
め
で
も
な
い
自

分
た
ち
の
た
め
の
会
、
そ
し
て
広
く
は
社

会
の
た
め
の
会
で
す
。
毎
回
、
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
『
あ
あ
ー
、
楽
し
か
っ
た
』
の

一
言
の
感
想
が
、
支
え
で
も
あ
り
ま
す
。

（
壱
岐
商
高
関
東
同
窓
会
会
長

高
山

裕
子
）

壱
岐
商
高
関
東
同
窓
会

笑
顔
で
楽
し
く

長
崎
ハ
タ
揚
げ
大
会
賑
わ
う

雪
州
会
か
ら
約
６０
人
参
加

第
５５
回
「
長
崎
ハ
タ
揚
げ
大
会
」
が
長

崎
ビ
ー
ド
ロ
会
（
長
崎
市
出
身
者
の
親
睦

会
）
の
主
催
で
４
月
２９
日
、
東
京
大
田
区

多
摩
川
緑
地
区
民
広
場
で
開
か
れ
ま
し

た
。
当
日
は
強
風
で
曇
り
空
の
も
と
全
体

と
し
て
は
在
京
長
崎
出
身
者
及
び
地
元
の

住
民
の
家
族
の
参
加
も
あ
り
２
４
０
０
名

程
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
東
京
壱
岐
雪
州

会
か
ら
は
６０
余
名
が
集
ま
り
、
会
員
同
士

及
び
東
京
五
島
会
、
東
京
対
馬
会
、
東
京

佐
世
保
会
な
ど
の
在
京
グ
ル
ー
プ
の
方
と

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

今
回
も
山
内
賢
明
名
誉
会
長
（
玄
海
酒

造
会
長
）
寄
贈
の
本
格
麦
焼
酎
で
壱
岐
市

条
例
に
よ
り
供
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
‼
僑
と

声
高
く
何
度
も
発
し
た
。長
田
玲
子
さ
ん
、

山
田
節
一
さ
ん
、
岡
野
み
ち
子
さ
ん
、
大

杉
一
男
さ
ん
他
多
数
の
方
か
ら
の
特
製
手

作
り
弁
当
、
卵
焼
き
、
缶
ビ
ー
ル
等
の
差

入
れ
が
あ
り
、会
で
準
備
し
た
つ
ま
み
類
、

各
自
で
持
ち
寄
っ
た
弁
当
等
で
車
座
で
の

談
笑
の
輪
が
広
が
っ
た
。

今
年
も
蔵
方
肇
さ
ん
の
丹
念
に
仕
上
げ

た
「
壱
岐
鬼
凧
」
等
、
自
慢
の
凧
を
数
枚

持
参
さ
れ
た
が
強
風
の
た
め
天
空
を
舞
う

事
が
で
き
な
か
っ
た
。
子
供
た
ち
が
家
族

と
一
緒
に
供
一
銭
ハ
タ
僑
を
持
っ
て
走
り

回
る
中
、
広
場
で
は
長
崎
伝
統
芸
能
の
龍

踊
り
の
披
露
や
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
角
煮
饅

頭
、
カ
ス
テ
ラ
、
大
村
寿
し
等
の
長
崎
ご

当
地
グ
ル
メ
の
物
産
販
売
も
行
わ
れ
故
郷

の
味
を
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
当
日
会
場
で
は
熊
本
で
起
き
た

地
震
の
義
捐
金
の
募
金
活
動
も
行
わ
れ
、

雪
州
会
の
皆
さ
ん
も
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で

協
力
。
来
年
も
４
月
２９
日
に
同
じ
場
所
で

の
開
催
予
定
で
す
の
で
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。

（
坂
井
伸
州
）
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壱
岐
渡
良
の
小
学
生
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

と
陸
上
競
技
で
全
国
レ
ベ
ル
の
活
躍
を
し

て
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
全
校
生
徒
１３
人

の
三
島
小
学
校
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
長
崎
県

大
会
で
優
勝
、
８
月
１０
－
１０

１２
日
、
東
京
体

育
館
等
で
開
か
れ
た
第
３６
回
全
国
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
２
勝
を
挙
げ
る
大

健
闘
。
ま
た
渡
良
小
５
年
生
の
竹
下
紘
夢

君
は
第
３２
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
大
会

で
１
０
０
ｍ
競
走
に
出
場
し
見
事
４
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
両
大
会
と
も
東
京
渡
良

会
や
東
京
壱
岐
雪
州
会
の
皆
さ
ん
が
応
援

に
駆
け
付
け
熱
心
に
声
援
し
選
手
を
励
ま

し
た
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
出
場
の
三
島
小
は

全
校
生
徒
が
１３
人
と
い
う
小
規
模
学
校
。

そ
の
う
ち
１０
人
が
バ
レ
ー
部
。
全
国
大
会

で
は
９
日
の
開
会
式
に
臨
み
１０
－
１０

１２
日
に

男
女
混
合
試
合
。
初
日
に
は
茨
城
県
小
美

玉
小
に
２
対
１
、
岩
手
県
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｘ
チ
ー

ム
に
２
対
０
で
快
勝
。
シ
ー
ド
決
定
戦
で

は
京
都
山
王
チ
ー
ム
に
０
対
２
で
敗
れ
る

（
京
都
は
優
勝
）。
１１
日
は
福
岡
、奈
良
の

チ
ー
ム
に
敗
れ
た
が
、
離
島
の
小
さ
な
小

学
校
の
健
闘
ぶ
り
は
見
事
。
同
校
の
長
岡

正
典
校
長
は
「
日
々
の
練
習
の
賜
に
尽
き

ま
す
。
厳
し
い
練
習
の
成
果
を
全
国
大
会

で
発
揮
出
来
た
。
そ
し
て
東
京
渡
良
会
や

雪
州
会
の
皆
さ
ん
の
応
援
に
は
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」と
選
手
の
健
闘
を
称
え
、

東
京
の
応
援
の
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
を

語
っ
て
い
ま
す
。

同
チ
ー
ム
が
新
幹
線
で
上
京
し
た
８
月

８
日
に
は
品
川
駅
で
渡
良
会
や
壱
岐
高
東

京
同
窓
会
の
皆
さ
ん
が
出
迎
え
、
同
夕
に

は
皆
で
歓
迎
夕
食
会
を
開
き
激
励
し
ま
し

た
。一

方
、
渡
良
小
の
竹
下
君
は
長
崎
大
会

で
県
新
記
録
で
優
勝
。
神
奈
川
県
の
日
産

今
年
も
東
京
渡
良
会
総
会
が
盛
大
に
開

か
れ
ま
し
た
。
今
回
で
第
６２
回
と
な
り
ま

す
。
時
は
平
成
２８
年
７
月

２８

１０
日
、
場
所
は

前
回
同
様
、
東
京
都
大
田
区
羽
田
の
穴
守

稲
荷
神
社
。
総
会
は
高
田
英
志
幹
事
長
の

総
合
司
会
で
始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
、
壱
岐
か
ら
は
徳
田
佳
武
ふ
る
さ

と
渡
良
会
会
長
、
呼
子
好
市
議
会
議
員
、

三
根
圭
子
渡
良
小
学
校
校
長
が
ご
出
席
。

ま
た
山
内
賢
明
長
崎
県
人
会
会
長
兼
長
崎

県
人
ク
ラ
ブ
理
事
長
か
ら
は
今
年
も
沢
山

の
焼
酎
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
他
の
ご
出

席
者
の
方
か
ら
も
素
敵
な
お
土
産
多
数
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会
で
は
６
月
４
日
に
東
京
渡
良
会
、

ふ
る
さ
と
渡
良
会
、
渡
良
小
の
生
徒
さ
ん

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
壱
岐
渡
良
ツ
イ
ン

ビ
ー
チ
清
掃
活
動
の
報
告
や
、
２７
年
度
収

支
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
議
事
は
円
滑
に

進
み
ま
し
た
。
２８
年
度
の
役
員
は
全
員
留

任
す
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
玉
置
慶
子
副
会

長
に
司
会
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
大
杉
一
雄

顧
問
の
発
声
で
「
壱
岐
焼
酎
」
で
乾
杯
。

そ
の
後
、
ご
来
賓
、
ゲ
ス
ト
の
方
々
か
ら

ご
挨
拶
や
現
在
の
壱
岐
の
情
報
な
ど
楽
し

楽
し
く
盛
大
に
東
京
渡
良
会
総
会

渡
良
の
小
学
生
、
全
国
大
会
で
健
闘

三
島
小
バ
レ
ー
・
渡
良
小
陸
上
竹
下
君

ス
タ
ジ
ア
ム
で
８
月
２０
日
に
開
か
れ
た
第

３２
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会
に

出
場
し
全
国
４
位
の
成
績
で
入
賞
し
ま
し

た
。当
日
は
東
京
渡
良
会
か
ら
大
杉
一
雄
、

蔵
方
肇
、
山
本
紘
子
、
高
田
英
志
、
日
高

恵
美
子
、
椎
名
伸
子
の
各
氏
が
応
援
に
駆

け
付
け
声
援
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
の
子

ど
も
達
の
活
躍
ぶ
り
は
壱
岐
を
遠
く
離
れ

て
い
る
私
た
ち
に
も
大
き
な
勇
気
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
更
な
る
健
闘
を
期
待
し
ま

す
。

（
東
京
渡
良
会
幹
事
長

高
田
英
志
・
撮

影

大
杉
一
雄
）

手前の４２が力走する竹下君
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い
お
話
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
も

皆
様
か
ら
の
予
想
以
上
の
お
土
産
の
ご
提

供
が
あ
り
抽
選
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

余
興
は
今
や
恒
例
と
な
っ
た
玉
置
さ
ん

の
マ
ジ
ッ
ク
に
歓
声
と
拍
手
で
会
場
は
最

高
潮
に
。
来
年
も
ま
た
穴
守
稲
荷
神
社
で

再
会
す
る
こ
と
を
約
束
し
閉
会
し
ま
し

た
。（
東
京
渡
良
会
幹
事

長
林

信
之
）

関
東
初
山
会
の
総
会

１１
月
１１

２０
日
に
開
催

関
東
初
山
会
（
長
嶋
文
満
会
長
）
は
平

成
２８
年
度
総
会
を

２８

１１
月

２８

１１

２０
日
正
午
か
ら
東

京
・
御
茶
ノ
水
の
「
御
茶
ノ
水

ホ
テ
ル

ジ
ュ
ラ
ク
」
で
開
き
ま
す
。
今
回
は
第

２１
回
で
初
山
出
身
者
は
も
ち
ろ
ん
東
京
渡

良
会
な
ど
多
く
の
雪
州
会
関
係
者
の
参
加

を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
例
年
、
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
も
行
い
和
や
か
な
雰
囲
気
で
親
交

を
深
め
て
い
ま
す
。

玄
海
酒
造
壱
岐
綱
引
チ
ー
ム

全
国
大
会
３
勝
２
敗
の
健
闘

２
０
１
６
全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会

（
第
３６
回
）
が
３
月
６
日
、
東
京
・
駒
沢

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
体
育
館
で
男
子
６２

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か
れ
、
長
崎
県
代

表
と
し
て
２２
年
連
続
出
場
し
た
〈
玄
海
酒

造
壱
岐
綱
引
チ
ー
ム
〉
は
３
勝
２
敗
と
健

闘
し
ま
し
た
。
２２
年
間
の
長
期
連
続
出
場

は
他
に
は
例
が
な
い
偉
業
で
あ
る
。
昨
年

の
大
会
で
は
４
勝
１
敗
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
し
た
が
、
今
回
は
予
選
リ
ー

グ
で
敗
退
し
た
も
の
の
全
国
の
強
豪
相
手

に
安
定
し
た
実
力
を
見
せ
た
。

当
日
は
東
京
壱
岐
雪
州
会
関
係
者
を
中

心
に
長
崎
県
人
ク
ラ
ブ
、
酒
類
取
扱
関
係

者
ら
約
８０
人
が
朝
早
く
か
ら
応
援
に
駆
け

付
け
熱
心
に
声
援
。
壱
岐
チ
ー
ム
が
連
続

参
加
す
る
こ
の
全
国
綱
引
大
会
は
「
春
の

風
物
詩
」
を
彩
る
行
事
と
し
て
雪
州
会
関

係
者
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

２
年
前
の
２
０
１
４
年
大
会
で
５
戦
全

敗
を
喫
し
た
の
を
機
に
選
手
強
化
や
ユ
ニ

ホ
ー
ム
一
新
等
に
よ
る
出
直
し
を
図
っ
た

効
果
が
着
実
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る
感
じ

で
す
。

玄
海
酒
造
の
山
内
賢
明
会
長
は
「
今
回

足
り
な
か
っ
た
１
勝
は
来
年
に
残
し
て
、

次
に
繋
が
る
い
い
結
果
に
な
っ
た
」
と
来

年
以
降
に
強
い
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

応
援
団
の
半
数
は
場
所
を
都
心
の
恵
比

寿
に
移
し
て
懇
親
を
深
め
、
競
技
終
了
後

に
合
流
し
た
選
手
一
行
の
健
闘
を
称
え
激

励
し
た
。

玄
海
酒
造
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

千
葉
で
８３
人
参
加
し
盛
大
に

玄
海
酒
造
主
催
の
第
１９
回
「
む
ぎ
焼
酎

壱
岐
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」が
７
月
７
日
、

千
葉
県
の
名
門
コ
ー
ス
千
葉
カ
ン
ト
リ
ク

ラ
ブ
（
川
間
コ
ー
ス
）
で
８３
人
が
参
加
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
気
温
が
３５
度

Ｃ
を
超
え
る
猛
暑
の
中
で
文
字
通
り
の

「
熱
戦
」
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。同

大
会
は
関
東
地
方
の
酒
卸
販
売
業
者

を
始
め
東
京
壱
岐
雪
州
会
、
長
崎
県
人
ク

ラ
ブ
（
山
内
賢
明
理
事
長
）
等
の
関
係
者

や
福
岡
、
関
西
、
東
海
壱
岐
の
会
の
幹
部

も
参
加
し
て
毎
年
７
月
上
旬
に
開
催
。
昨

年
は
壱
岐
市
で
８０
人
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
も
一
役
買
っ
た

形
。今

回
は
初
参
加
の
人
も
目
立
ち
、年
々
、

参
加
者
の
顔
ぶ
れ
も
多
彩
に
な
っ
て
い
ま

す
。
町
内
会
の
仲
間
や
友
人
を
誘
っ
て
き

た
人
も
多
い
。
競
技
は
新
ぺ
リ
ア
方
式
で

実
施
。

競
技
後
は
山
内
昭
人
社
長
の
発
声
に
よ

り
恒
例
の
「
壱
岐
焼
酎
で
乾
杯
」
し
懇
親

会
に
移
り
、
お
互
い
懇
親
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。

賞
品
は
同
社
の
焼
酎
を
始
め
社
名
入
り

シ
ャ
ツ
等
盛
り
だ
く
さ
ん
。
参
加
者
全
員

に
焼
酎
や
イ
リ
コ
な
ど
の
お
土
産
つ
き
。
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わ
が
国
の

安
全
保
障
の

観
点
か
ら
国

境
に
接
す
る

有
人
離
島
の

支
援
強
化
を

目
的
と
し
た
「
国
境
離
島
新
法
」
が
平
成

２８
年
４
月

２８

２０
日
、
参
院
本
会
議
で
可
決
・

成
立
し
た
。
平
成
２９
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
壱
岐
４
島
（
壱
岐
島
・

若
宮
島
・
原
島
・
大
島
）
も
対
象
に
指
定

さ
れ
、島
民
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

対
象
の
島
は
全
国
で
７１
、
う
ち
長
崎
県
で

４０
を
占
め
る
。

近
年
、
わ
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
情
勢

は
緊
迫
の
度
を
増
し
て
い
る
。
と
り
わ
け

東
・
南
シ
ナ
海
域
で
海
洋
覇
権
の
動
き
を

活
発
化
す
る
中
国
、
さ
ら
に
核
弾
頭
ミ
サ

イ
ル
発
射
・
核
実
験
を
無
差
別
に
繰
り
返

す
北
朝
鮮
の
暴
挙
は
、
ア
ジ
ア
の
安
定
と

秩
序
を
乱
す
だ
け
で
な
く
、
国
際
ル
ー
ル

へ
の
挑
戦
で
も
あ
り
見
逃
す
こ
と
は
出
来

な
い
。
こ
こ
へ
き
て
国
境
離
島
の
役
割
は

益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
意
味
で
も
今
回
の
国
境
離
島
新
法

成
立
の
意
義
は
大
き
い
。
新
法
の
適
用
を

受
け
る
離
島
は
、
国
の
領
海
、
排
他
的
経

済
水
域
を
守
る
た
め
の
活
動
拠
点
と
位
置

付
け
ら
れ
る
。
継
続
的
な
居
住
が
可
能
と

な
る
よ
う
地
域
社
会
の
維
持
発
展
に
必
要

な
施
策
が
講
じ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
言
え

ば
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
国
内
一
般
旅

客
定
期
航
路
の
運
賃
引
き
下
げ
や
、
住
民

の
雇
用
機
会
拡
充
の
た
め
一
定
の
費
用
負

担
、
深
刻
な
人
口
減
少
対
策
、
更
に
は
漁

船
の
操
業
へ
の
助
成
な
ど
財
政
的
に
支
援

す
る
。

ま
た
国
は
、
こ
れ
ら
の
有
人
国
境
離
島

に
国
の
行
政
機
関
の
施
設
を
設
置
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
壱
岐

市
も
国
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
て
、
今
後

具
体
的
な
施
策
を
早
急
に
作
成
し
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
法
律
は
平

成
３９
年
３
月

３９

３１
日
ま
で
の
特
別
措
置
法
で

あ
り
、
そ
の
間
に
国
境
離
島
・
壱
岐
と
し

て
の
基
盤
整
備
を
急
ぎ
強
化
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
国
際
情
勢
に
目
を
向
け
て
み

よ
う
。
ア
ジ
ア
で
は
中
国
の
海
洋
覇
権
的

な
動
き
が
目
立
つ
。
南
シ
ナ
海
で
は
多
数

の
岩
礁
を
人
工
島
に
造
成
し
て
拡
張
し
、

軍
事
・
港
湾
施
設
を
建
設
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ベ
ト
ナ
ム
な
ど
関
係
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、

同
海
域
の
自
由
安
全
航
海
を
主
張
す
る
日

米
と
激
し
く
対
立
す
る
。オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー

グ
の
常
設
仲
裁
裁
判
所
は
中
国
の
主
張
す

る
南
シ
ナ
海
で
の
主
権
を
認
め
ず
「
国
際

法
上
の
根
拠
は
な
い
」
と
断
じ
、
中
国
の

主
張
を
退
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
は

「
無
効
で
あ
り
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と

し
て
全
く
無
視
し
続
け
て
い
る
。

更
に
今
年
夏
に
も
わ
が
国
固
有
の
領
土

で
あ
る
尖
閣
諸
島
周
辺
に
大
量
の
公
船
・

漁
船
を
繰
り
出
し
、
わ
が
国
の
領
海
や
接

続
水
域
に
度
々
侵
入
し
て
挑
発
。
尖
閣
諸

島
を
巡
る
中
国
の
無
謀
行
為
は
ほ
ぼ
６
年

に
も
及
び
、
断
じ
て
許
し
難
い
。

２
０
１
０
年
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
日
本
を
抜
い

て
世
界
第
２
位
の
経
済
大
国
に
の
し
上

が
っ
た
中
国
が
、
国
際
ル
ー
ル
を
無
視
し

続
け
る
態
度
で
は
世
界
を
リ
ー
ド
す
る

「
大
国
」
と
は
言
え
な
い
。

一
方
、
北
朝
鮮
の
傍
若
無
人
の
態
度
も

目
に
余
る
。
国
連
安
保
理
の
相
次
ぐ
制
裁

決
議
を
あ
ざ
笑
う
よ
う
に
９
月
５
日
に
は

中
距
離
弾
道
談
ミ
サ
イ
ル
「
ノ
ド
ン
」
３

発
を
発
射
し
、
利
尻
島
沖
の
日
本
の
排
他

的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
に
落
下
し
た
。

１
月
以
降
２０
発
以
上
に
達
す
る
と
い
う
。

更
に
同
月
９
日
に
は
５
回
目
と
な
る
核
実

験
を
実
施
。
こ
う
し
た
暴
挙
は
日
本
の
安

全
保
障
は
も
と
よ
り
世
界
に
対
す
る
重
大

な
挑
発
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

更
に
韓
国
も
日
本
固
有
領
土
・
竹
島
を

長
年
に
わ
た
り
実
効
支
配
し
続
け
て
お

り
、
日
本
は
手
も
足
も
出
な
い
状
態
だ
。

私
達
は
こ
れ
ら
の
挑
発
的
な
行
為
が
何

を
意
味
す
る
か
を
見
極
め
、
防
衛
体
制
を

固
め
て
国
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
こ
と

だ
。
同
時
に
世
界
の
平
和
維
持
に
努
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
欧
州
で
は
６
月
に
英

国
が
国
民
投
票
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
離
脱
を
決
定
し
世
界
を
驚
か
せ
た
。

中
東
を
始
め
国
際
過
激
派
集
団
「
Ｉ
Ｓ
」

は
無
差
別
テ
ロ
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

米
大
統
領
選
は
１１
月
８
日
の
最
終
選
挙

で
リ
ー
ダ
ー
が
決
ま
る
。
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク

リ
ン
ト
ン
（
民
主
党
）
か
、
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
（
共
和
党
）
か
、
世
界
が
注
視

す
る
。国
際
情
勢
は
日
々
激
動
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
常
に
世
界
の
動
き
か
ら
目
を
離

せ
な
い
。
そ
れ
が
、
私
達
の
日
常
に
も
直

結
し
て
く
る
か
ら
で
す
。
こ
う
し
た
中
で

改
め
て
国
境
離
島
新
法
の
意
義
を
真
剣
に

考
え
た
い
。

壱
岐
は
４
島
指
定

地
域
の
維
持
拡
大
に
期
待

緊
迫
感
増
す
国
際
情
勢
に
目
を
向
け
よ
う
！

「
国
境
離
島
新
法
」の
成
立
に
思
う

東
京
壱
岐
雪
州
会
名
誉
会
長

牧
山

康
敏
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ふ
る
さ
と
壱
岐
市
を
始
め
日
本
全
体
で

人
口
減
少
が
続
く
な
か
で
東
京
へ
の
一
極

集
中
が
止
ま
ら
な
い
。
２
０
２
０
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
都
心
中
心
に

ビ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
目
立
っ
て
い
る
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
住
民
基
本
台
帳
に

基
づ
く
今
年
１
月
１
日
現
在
の
日
本
の
人

口
は
前
年
よ
り
２７
万
１
８
３
４
人
減
少
し

て
１
億
２
５
８
９
万
人
と
な
っ
た
。
全
人

口
に
占
め
る
６５
歳
以
上
の
比
率
は

６５

２６．５９
％
と

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
中
で
東
京
は
前
年
に
比
べ
て

８
万
６
０
０
０
人
増
加
し
１
２
９
６

万
６
０
０
０
人
。
こ
の
他
増
加
し
た

の
は
神
奈
川
１．１
％
、
埼
玉

１．１

０．８
％
、
千

葉
０．２
％
な
ど
東
京
圏
３
県
が
増
加
。

更
に
愛
知
県
が
１
％
増
と
大
都
市
へ

の
集
中
が
進
ん
で
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
長
崎
県
は
１
３
９

万
３
０
０
０
人
で
前
年
比
１．１
％
減
と

な
り
１
４
０
万
人
を
割
り
込
ん
で
い

る
。
そ
の
中
で
壱
岐
市
は
２
７
、
６

５
７
人
（
今
年
５
月
現
在
＝
壱
岐
市

調
べ
）で
前
年
比
４
８
６
人
の
減
少
。

６５
歳
以
上
の
比
率
は

６５

３５．５
％
と
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
る
。
少
子
高
齢
化

が
加
速
し
て
お
り
、
人
口
減
少
を
如
何
に

食
い
止
め
る
か
が
大
き
な
課
題
だ
。

こ
う
し
た
中
で
東
京
へ
の
一
極
集
中
が

依
然
続
い
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

４
年
後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
備
え
て

主
要
ホ
テ
ル
が
軒
並
み
建
て
替
え
や
改
築

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
土
地
の
有
効
利
用

や
防
災
対
策
に
よ
る
都
市
開
発
な
ど
で
高

層
ビ
ル
建
設
が
相
次
ぐ
。
銀
座
・
京
橋
・

日
本
橋
・
品
川
・
臨
海
部
・
渋
谷
・
新
宿

一
極
集
中
続
く
東
京
は
建
設
ラ
ッ
シ
ュ

壱
岐
な
ど
地
方
は
人
口
減
少
続
き
苦
境

東
京
新
橋
で
テ
ス
ト
販
売

壱
岐
牛
入
り
メ
ン
チ
カ
ツ
等

壱
岐
の
豊
か
な
食
材
を
加
工
・
調
理
し

た
商
品
を
島
外
へ
売
り
込
む
第
一
弾
と
し

て
「
壱
岐
牛
入
り
メ
ン
チ
カ
ツ
」
と
「
壱

岐
の
ウ
ニ
め
し
コ
ロ
ッ
ケ
」
の
テ
ス
ト
販

売
が
８
月
２４
－
２４

２６
日
の
３
日
間
、
東
京
・

新
橋
の
地
下
「
汐
留
サ
イ
ト
」
で
「
壱
岐

弁
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
っ
て
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
通
勤
客
が
多
く
通
う
明
る

い
地
下
広
場
だ
け
に
目
を
引
い
た
。
開
催

初
日
の
夕
方
に
は
白
川
壱
岐
市
長
も
出
席

し
て
「
乾
杯
セ
レ
モ
ニ
ー
」
も
行
わ
れ
、

東
京
壱
岐
雪
州
会
関
係
者
も
参
加
し
た
。

コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
っ
た
人
は
壱
岐
焼
酎

を
た
し
な
ん
だ
り
、
壱
岐
特
有
の
メ
ン
チ

カ
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
を
食
べ
な
が
ら
「
と
て

も
美
味
し
い
味
で
す
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
商
品
は
今
年
度
中

に
は
完
成
し
来
年
度
か
ら
本
格
販
売
を
目

指
す
構
え
と
い
う
。

白
川
市
長
は
「
壱
岐
は
歴
史
遺
産
や
自

然
豊
か
な
島
で
、
食
材
も
豊
富
。
是
非
、

観
光
に
も
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
盛
ん

に
Ｐ
Ｒ
。
こ
の
企
画
は
長
崎
県
、
Ｊ
Ａ
壱

岐
市
と
の
連
携
で
実
施
。
壱
岐
市
企
画
振

興
部
観
光
商
工
課
に
よ
る
と
３
日
間
で
１

千
人
以
上
が
立
ち
寄
り
「
初
め
て
の
企
画

と
し
て
は
上
々
の
出
来
」
と
自
信
を
深
め

て
い
る
。
こ
の
「
壱
岐
牛
入
り
メ
ン
チ
カ

ツ
」
や
「
壱
岐
の
ウ
ニ
め
し
コ
ロ
ッ
ケ
」

が
人
気
グ
ル
メ
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
る

よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

な
ど
で
は
ま
さ
に
ビ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の

様
相
が
続
く
。

問
題
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
の

反
動
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
う
克
服
し
て
い

く
か
で
今
後
の
日
本
経
済
の
行
方
も
大
き

く
左
右
さ
れ
よ
う
。

（
牧
山
康
敏
）

日
本
橋
２
丁
目
交
差
点
付
近
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東
京
壱
岐
雪
州
会
は
来
年（
平
成
２９
年
）

に
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
総
会
を
中
心
に
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

大
々
的
に
推
進
す
る
た
め
「
東
京
壱
岐
雪

州
会
１
０
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会
」（
委

員
長
牧
山
康
敏
）
を
設
置
、
具
体
的
な
取

り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
長

峰
隆
徳
副
委
員
長
、
村
上
安
弘
委
員
長
代

理
ら
２０
人
で
構
成
。

東
京
壱
岐
雪
州
会
は
１
９
１
７
年
（
大

正
６
年
）、壱
岐
出
身
者
の
関
東
地
区
に
お

け
る
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
親
睦
団
体

と
し
て
発
足
し
、
来
年
で
１
世
紀
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１
０
０
周
年
は
大

き
な
節
目
で
あ
り
、
来
年
の
総
会
（
１０
月

２９
日
予
定
）
で
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事

を
企
画
す
る
ほ
か
、
記
念
グ
ッ
ズ
や
ビ
デ

オ
作
成
な
ど
を
検
討
す
る
方
向
で
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
機
関
誌
「
雪
州
会
だ
よ
り
」
も
１

０
０
周
年
記
念
特
集
号
と
し
て
編
集
し
、

雪
州
会
の
歴
史
や
経
緯
を
紹
介
す
る
ほ

か
、
会
員
の
方
に
も
多
数
ご
登
場
い
た
だ

き
、「
趣
味
」
や
「
壱
岐
へ
の
思
い
」
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
更
に
今
後
２
世

紀
目
に
向
か
う
雪
州
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
意
見
を
開
陳
し
て
い
た
だ
く
考
え
で

す
。記

念
の
１
０
０
周
年
事
業
を
盛
り
上
げ

て
い
く
に
は
会
員
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご

支
援
と
ご
理
解
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
１

０
０
周
年
を
祝
し
、
そ
の
勢
い
で
ふ
る
さ

と
壱
岐
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢
献
で
き

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雪
州
会
１
０
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会
発
足

来
年
の
総
会
に
向
け
各
種
イ
ベ
ン
ト
具
体
化

「
地
方
再
生
が
言
わ
れ
て
い
る
が
、地
方

再
生
す
る
な
ら
ま
ず
教
育
の
充
実
か
ら

…
」

昨
年
（
２
０
１
５
年
）、
ノ
ー
ベ

ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
大
村
智

博
士
は
こ
う
強
調
し
た
。今
年
５
月
２５
日
、

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
総
会
記
念
講
演
で
の
こ

と
。
医
・
化
学
研
究
者
で
あ
り
教
育
者
で

も
あ
る
大
村
博
士
の
言
葉
に
は
重
み
と
含

蓄
が
あ
る
。

更
に
「
レ
ベ
ル
の
高
い
と
こ
ろ
に
い
る

と
自
然
に
（
自
分
の
）
レ
ベ
ル
も
高
く
な

る
。
あ
る
程
度
ま
で
レ
ベ
ル
の
高
い
と
こ

ろ
に
い
て
も
、
そ
こ
を
越
え
て
独
創
的
な

も
の
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
」「
自
分
の
こ

と
よ
り
人
を
育
て
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
」
と
も
語
っ
た
。

大
村
さ
ん
は
土
壌
の
微
生
物
か
ら
「
エ

バ
ー
メ
ク
チ
ン
」
と
い
う
熱
帯
地
方
の
風

土
病
に
効
果
の
あ
る
抗
寄
生
虫
薬
の
菌
を

見
つ
け
、
ア
フ
リ
カ
等
の
目
の
不
自
由
な

多
く
の
人
を
救
っ
た
功
績
で
、
昨
年
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
に
輝
い
た
。

１
９
３
５
年
に
山
梨
県
の
農
家
の
長
男

に
生
ま
れ
、
小
さ
い
頃
は
「
夜
明
け
前
か

ら
野
良
仕
事
を
手
伝
っ
た
」
と
い
う
。
父

は
地
元
の
名
士
で
母
は
学
校
の
教
員
。
幼

い
頃
は
祖
母
に
育
て
ら
れ
た
。
特
に
母
は

情
操
教
育
に
熱
心
だ
っ
た
。
高
校
か
ら
大

学
に
か
け
て
は
ス
キ
ー
に
の
め
り
込
ん

で
、
全
国
大
会
等
に
も
出
場
。
そ
の
後
、

東
京
で
夜
間
高
校
の
教
諭
と
な
る
。
そ
こ

で
油
に
ま
み
れ
た
作
業
服
姿
で
授
業
に
遅

れ
て
飛
び
込
ん
で
き
た
生
徒
の
熱
心
さ
に

心
を
打
た
れ
、
自
分
も
こ
の
ま
ま
で
は
だ

め
だ
と
思
い
、
改
め
て
東
京
理
科
大
学
な

ど
で
の
勉
強
に
打
ち
込
む
。
ア
メ
リ
カ
へ

の
留
学
で
多
く
の
化
学
者
と
出
会
っ
て
知

遇
を
得
る
。
そ
の
後
の
研
究
実
績
や
北
里

大
学
・
北
里
研
究
所
で
の
活
躍
は
こ
こ
で

語
る
ま
で
も
な
い
。

記
者
ク
ラ
ブ
で
の
講
演
は
笑
い
を
誘
い

な
が
ら
多
く
の
写
真
を
示
し
て
若
い
頃
や

研
究
生
活
、
北
里
研
究
所
・
大
学
の
改
革

等
を
熱
く
語
っ
た
。
人
と
の
出
会
い
の
大

切
さ
や
「
自
分
の
こ
と
よ
り
人
を
育
て
る

こ
と
」
の
大
切
さ
を
説
い
た
。
後
年
、
ゴ

ル
フ
を
始
め
て
熱
中
し
「
５
年
で
ハ
ン

デ
ィ
５
に
な
っ
た
」
と
い
う
ほ
ど
の
集
中

力
。
こ
の
集
中
力
が
世
界
的
な
研
究
成
果

を
生
み
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
繋
が
っ
た
と
い

え
る
。

地
域
再
生
も
教
育
の
充
実
を
通
じ
た
人

材
育
成
が
欠
か
せ
な
い
。
何
事
も
掛
け
声

倒
れ
に
終
わ
ら
ず
、
創
意
工
夫
と
熱
意
、

集
中
力
こ
そ
が
未
来
を
拓
く
大
き
な
カ
ギ

に
な
る
と
大
村
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
改
め

て
実
感
し
た
次
第
で
す
。

（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
員

牧
山
康
敏
）

「
地
方
再
生
に
は
ま
ず
教
育
か
ら
」

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
大
村
智
氏
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平成２９年度 東京壱岐雪州会 役員一覧
［執行役員］
会 長 万谷 正
副 会 長 坂井 伸州

同 久原 順一
同 長峰 隆徳
同 山田 義則
同 ＊長田 玲子

副 幹 事 長 篠崎 方哉
会 計 副島 清
監 事 下条 司

同 長嶋 文満
幹 事 玉置 慶子

同 江口 久義
同 村上 安弘
同 白石 光男
同 ＊立石 義昭
（以上 執行役員）

特 別 顧 問 立石 公博
名 誉 会 長 森谷 正規

同 山内 賢明
同 牧山 康敏

顧 問 坂江 博見
同 大杉 一雄
同 柴山 繁
同 竹富 鉄一
同 蔵方 肇
同 山口 永人
同 前田 太郎
同 山本 紘子

＊印は新任

✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧

（５０音順）〔理事〕
浅井 恵子
市山 惠一
岩崎 和弘
浦川祐次郎
浦富 文夫
大久保文人
大久保寿雄
大久保正孝
大久保芳勝
加藤 恒範
川元 忠和
神田 仁
京崎 昇

＊清川 繁武
＊後藤 圭司
齋藤 宗範
下條 功
下条 昭二
住田 琢彌
高田 英志
高山 裕子
＊竹下 正興
竹嶋 商
田中 忠義
土谷 厚巳
寺田 政輝
徳永 光子

殿川 茂
＊冨田 秀正
豊永 正臣
長嶋 一雄
永田 美徳
永本 繁
野本 一夫
野本政次郎
野元 宗敏
＊原田和加大
馬場喜代治
日高 克也
平岡 仁江
堀江 輝男

前田 茂喜
＊宮坂 忠孝
深山 祐助
村井 有
森山 実
山口 義行
山田 節一
横山 登
横山 致和
米光 信博
＊印は新任

（幹事長兼務）
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東
京
壱
岐
雪
州
会
の
平
成
２７
年
度
総

会
・
懇
親
会
は
昨
年
１０
月
１０

２５
日
、
東
京
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
で
２
１
０
人
が
参
加
し
て

盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
壱
岐
か
ら
は
白

川
博
一
市
長
ら
２４
人
が
参
加
。
ま
た
県
下

各
地
区
の
東
京
代
表
も
多
数
参
加
し
、
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

総
会
の
恒
例
セ
レ
モ
ニ
ー
と
な
っ
て
い

る
壱
岐
市
に
対
す
る「
植
樹
緑
化
寄
付
金
」

（
２０
万
円
＝
目
録
）
も
万
谷
正
雪
州
会
会

長
か
ら
白
川
市
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

白
川
市
長
は
「
雪
州
会
の
皆
さ
ん
の
浄
財

を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
壱
岐
の

植
樹
緑
化
を
通
じ
て
壱
岐
の
自
然
を
守
る

よ
う
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
テ
ノ
ー
ル
歌
手
の
市
山
惠

一
さ
ん
が
オ
ペ
ラ
を
数
曲
熱
唱
し
会
場
を

圧
倒
し
た
ほ
か
歌
手
の
対
馬
一
誠
さ
ん
も

「
対
馬
海
峡
」
な
ど
を
披
露
し
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
恒
例
の
福
引
抽
選
会

で
は
景
品
と
し
て
麦
焼
酎
や
カ
ス
マ
キ
、

団
子
、
海
産
物
、
壱
岐
牛
な
ど
壱
岐
特
産

品
が
多
数
揃
い
、
抽
選
の
た
び
に
「
当
た

り
外
れ
」
で
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

総
会
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
を
同
じ
く

す
る
仲
間
の
出
会
い
・
再
会
は
楽
し
く
、

お
互
い
新
た
な
元
気
を
得
る
場
と
な
り
ま

し
た
。（
撮
影
・
立
石
義
昭
）

昨
年
の
雪
州
会
総
会

２
１
０
人
参
加
し
大
盛
況

壱
岐
弁
で
気
楽
に
…
福
引
抽
選
に
会
場
も
熱
気
！

威
勢
よ
く
壱
岐
焼
酎
で
の
乾
杯
は
迫
力
十
分
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○壱岐市活性化会合（２７年１０月２４日、芝浦：クオン）
＝壱岐市から笹原直記副市長、長嶋立身壱岐市観
光連盟会長らを始め各地区壱岐の会幹部、東京壱
岐雪州会幹部が出席し、壱岐の交流人口拡大など
市の活性化問題について熱心に議論。

○平成２７年度東京壱岐雪州会総会（同１０月２５日、東
京プリンスホテル）＝白川市長を含め壱岐から２４
人が出席。全体では２１０人の参加を得て盛大に開
催。アトラクション、福引抽選会等で盛況。

○全日本綱引選手権大会（２８年３月６日、駒沢オリ
ンピック公園体育館）＝玄海酒造壱岐綱引チーム
が県代表として２２年連続出場し２勝３敗と善戦。
雪州会中心に８０人が応援。

○雪州会役員懇談会（３月３０日、芝浦：クオン）＝
名誉会長、顧問、執行役員２０人参加。雪州会の今
後の取り組みなど協議し懇談。

○長崎ハタ揚げ大会（４月２８日、大田区の多摩川緑

地区民広場）＝雪州会から約６０人参加。壱岐焼酎
で乾杯し賑わう。県下各地区との交流を深めた。

○雪州会上期理事会（６月１５日、芝浦：クオン）＝
上期の活動・収支報告や今後の会の運営について
議論。来年の雪州会創立１００周年に備えて「１００周
年記念実行委員会」の設置を決定。対応を急ぐこ
とに。

○壱岐高東京同窓会総会（６月１２日、東京グランド
ホテル）＝母校から新任の山口千樹校長と江田和
夫同窓会長が出席。全体で５０人が出席し和やかに
親交を深めた。

○東京渡良会総会（７月１０日、羽田：穴守稲荷神社）
＝雪州会や関東初山会などからも多数参加。マ
ジックや抽選会で賑わう。

○１００周年記念実行委員会第１回会合（７月１３日、芝
浦：クオン）＝実行委の人選決定や今後の取り組
みについて話し合う。

○壱岐商高関東同窓会（９月４日、品川区西五反田）
＝恒例の１分間自己紹介などで盛り上がる。懇親
会では吉野弘一さんがスライドで母校の周辺を紹
介。

○雪州会秋季理事会（１０月４日、芝浦：クオン）＝
平成２８年度活動・収支報告及び役員人事など承認。
今年度総会への取り組みと來年の雪州会創立１００
周年に伴う具体的な対応策等を熱心に議論。

＊雪州会では執行役員会や幹部打ち合わせなどを頻
繁に行っている。また東海壱岐の会（５月１５日）、福
岡壱岐の会（６月１９日）、関西壱岐の会（同２６日）
総会にも万谷会長ら幹部が出席し交流を深めた。

東京壱岐雪州会 平成２８年度の主な活動
（平成２７年１０月～２８年１０月）
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勇壮！第４回壱岐市御柱祭
諏訪大社の御柱を壱岐に

壱岐市の姉妹都市・長野県諏訪市から諏訪大社の御柱が壱岐に寄贈され、今年７月８、９の両日、第４回
壱岐市御柱祭が７年ぶりに勇壮盛大に行われた。諏訪神社の御柱祭は「７年に１度の天下の大祭」として全
国的にも有名。６年間の役目を終えた諏訪大社の御柱を壱岐市との友好のシンボルとして寄贈されたもので、
今回が４回目。

壱岐市と諏訪市は、奥の細道で有名な松尾芭蕉の弟子である俳人河合曾良の終焉の地である縁で平成６年
に旧勝本町と友好都市の提携をし、壱岐市合併により平成１７年１０月には姉妹都市に発展した。

今回の御柱は平成２２年諏訪大社「式年造営御柱大祭」で建立されていた上社本宮一の柱で、諏訪大社御柱
１６本の中でも最大のもの。モミの木で樹齢約１７０年。最大部分の直径は約１ｍ。長さ約１０ｍ（トラック積載最
長の長さ）、重さ約２．５㌧。

今回の壱岐市御柱祭には金子ゆかり諏訪市長も来島し白川博一市長らに贈呈。壱岐でしか見られない「海
曳き」や、「里曳き」など壱岐市を挙げての大祭となった。御柱は勝本町の城山公園に建立されている＝壱岐
市の「広報 いき」８月号参考。（写真は壱岐市広報課提供）

里曳きは大勢が参加して大迫力

▲勝本小の鼓笛隊からスタート

▲海に浮かべて出発

御神木を抱える右から白川市長・中原・笹原
両副市長

海曳き
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〒８１１‐５５１１ 壱岐市勝本町仲触４７１
電 話 ０９２０－４２－０２０７
ＦＡＸ ０９２０－４２－２３７２

故郷のお土産に
・壱岐の銘菓 加 寿 ま き
・焼酎入りケーキ

土 肥 製 菓

奥壱岐の千年湯

電話０９２０‐４３‐００１６

平 山 旅 館

http://www.iki.co.jp

女将 平 山 宏 美
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農事組合法人
壱岐ゆず生産組合
代表理事 長嶋邦昭

壱岐の豊かな自然に育った
「ゆず」に真心こめて

〒８１１‐５７３１長崎県壱岐市芦辺町国分当田触３５１
電話０９２０−４５−３１２０ FAX０９２０−４５−２７９６

〒１０４－００６１
中央区銀座８－６－２１
ウオータータワービルＢ１
電話０３－３５７１－６８７１

カラオケボックス 銀座ミズタマリ
各種パーティー受けたまわります。
お一人様４５００円 ２時間飲み放題お食事７品付
（１８時より２４時まで）
その他のコースもございます！

消防設備(点検・修理・工事・機器販売）

〒１３５−００１５ 東京都江東区千石１−１３−１０
電話０３−３６４７−５９１１

０火災報知設備 ０消火器 ０避難器具
０誘導灯 ０消火設備 ０住宅用火災報知器

代表取締役 畑津 邦裕

昇盈エンジニアリング株式会社

2-1-3
TEL 03-6262-5352

10 00 20 00

1-10-2
TEL 03-5315-4010

11 30 19 00

島のかいさんぶつ屋

海 産 物 製 造 卸 元
催事グループ 壱岐名産品協会

代表取締役 本 尾 博
〒８１１−５３１１長崎県壱岐市芦辺町諸吉本村触４３０
TEL（０９２０）４５−２８３８ FAX（０９２０）４５−１９９８

有限
会社 本 尾 海 産

〒８１１－５３１１
長崎県壱岐市芦辺町諸吉本村触１３０７
TEL ０９２０－４５－２１５３（代表）
FAX ０９２０－４５－０１２３（時間外）
URL http://www.harahoge.com
E-mailharahoge@hyper.ocn.ne.jp

魚介類仲介・卸業

有限会社 はらほげ
代表取締役 三浦和幸
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お酒は２０歳になってから

世界の銘酒「壱岐焼酎」
麦焼酎発祥の地が産んだ世界ブランド

壱岐酒造協同組合 理 事 長 伊豆 平
副理事長 山内 昭人
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地元で採れた雲丹を一本一本手詰している、−塩粒
雲丹（壱岐産１００％）わかめ・ひじき・アオサ・煮干
等取り揃えています。地方発送も受けます。

（有）吉田商店
〒８１１‐５１３５

長崎県壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦１７４番地

TEL：０９２０－４７－００２０

FAX：０９２０－４７－００３０

気持ちが落ち着く温もりの故郷
自分の思い出が詰まった郷里
誰もが原点に戻れる島「壱岐」へ

（東京事務所）〒１００−０００５
千代田区丸の内１−２−１
東京海上日動ビル新館５階
０３−３２１４−１８８１

（ 本 社 ）〒８１２−００２２
福岡市博多区神屋町１−２７
０９２−２８１−０８３１

発着時刻等の確認はＷＥＢで 九州郵船

九州郵船株式会社

TEL0920-44-5002
FAX0920-44-8401
〒８１１‐５２１４
壱岐市石田町印通寺浦２００番地
ホームページ
http://www.omoyashuzo.com/

壱岐の島の小さな蔵、重家酒造
（名）。か め で
仕込む伝統的
な製法を守り
続 け て い ま
す。銘柄は雪
洲・ちんぐ・村
主・筒城浜・確
蔵があり、そ
れぞれ特徴の
ある味に仕上
げています。

重家酒造株式会社

ＨＰ http//jaiki.sakura.ne.jp

〒811-5132 長崎県壱岐市郷ノ浦町東触560
電 話 ０９２０－４７－１３３１
ＦＡＸ ０９２０－４７－１２８３

愛され続けて
５０周年

代表理事組合長 川﨑裕司

壱岐市農業協同組合

博多から壱岐までジェットフォイルで７０分
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長崎県壱岐市郷ノ浦町新田触４９２番地
TEL０９２０（４６）０７８９ FAX０９２０（４６）０１４１壱岐出会いの村

透き通る壱岐の海へＧＯ！
オーシャンビュー客室は早めのご予約を

壱岐の大自然を体験メニューで満喫できる宿
無人島までシーカヤック＆シュノーケリングや釣り筏での魚釣りは
毎年リピーターも多い。
コテージやキャンプ場もあるので、グループやファミリーに
大人気の施設です。
①宿泊料（１人１泊２食） 大人 ７，２００円 小人 ４，７００円
②コテージ１棟（定員６名） １泊 １５，４００円
③シーカヤック 大人 ３，１００円 小人 ２，５００円

株式会社 長峰マネジメントオフィス
代表取締役 長峰 隆徳

●不動産の売買・賃貸の仲介
●アパート建築のコンサルティング
●リフォーム企画、設計、施工

●有効活用のコンサルティング
●住宅・アパートの建売事業

〒１５３−００５１ 東京都目黒区上目黒１−１６−６ ナチュラルスクエアビル６０１
TEL：０３−６４５１−０２６１ FAX：０３−６４５１−０２６２
携帯：０９０−３２００−３５３３ E-mail：marucho@poem.ocn.ne.jp

東京都知事⑵９２６４８
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会 長 山本 紘子

〒２７０‐１１４２千葉県我孫子市泉３８‐１‐１０１

幹事長 高田英志
TEL&FAX：04‐７１３９‐３８６２

壱岐とともに６２年

東 京 渡 良 会

会長 長 嶋 文 満
他 役 員 一 同

関 東 初 山 会
初山出身者の方、親睦会への
ご参加を心よりお待ち申し上げます

〒２６１‐０００３
千葉市美浜区高浜４−１０−１０−２０４
TEL０４３−２７８−６２４６

事務局

株
式
会
社

三
城
洋
行

代
表
取
締
役

横
山

登

手
洗
洗
車

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
自
由
ヶ
丘

世田谷区尾山台３－２９

公正で正確な報道
壱岐の島の情報

壱 岐 新 報
〒 811-5133 壱岐市郷ノ浦町片原触 247-7

（株）壱岐新報社
TEL・FAX 0920-47-3196

ホームページ http://ikishinpou.com
E-mail ikisinpou@oboe.ocn.ne. jp

ご購読の申し込み先

飲料自販機のご用命は西武商事へ‼

埼玉県狭山市大字北入曽１１６９番地１
Tel．０４２−９５７−２９００ Fax．４２−９５７−９９３３

http://www.tig-jp.co.jp

西 武 商 事 株 式 会 社
代表取締役社長 清水 幸彦
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有限会社 山の守酒造場
山 内 賢 明 取締役社長取締役会長

取締役副社長
山 内 昭 人
山 内 博 達

〒811-5125 長崎県壱岐市郷ノ浦町志原西触85
TEL.0920－47－0301 FAX.0920－47－0384

壱 岐 麦 焼 酎
本

格

焼

酎

◎
お
酒
は
２０
歳
に
な
っ
て
か
ら
。

２５
度
１
８
０
０
㎖

山
乃
守

モモモモモモモモモモモモモモンンンンンンンンンンンンンンドドドドドドドドドドドドドドセセセセセセセセセセセセセセレレレレレレレレレレレレレレククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンン １１１１１１１１１１１１１１５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年連連連連連連連連連連連連連連続続続続続続続続続続続続続続受受受受受受受受受受受受受受賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞モンドセレクション１５年連続受賞蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
麦焼酎発祥の地『壱岐』本格焼酎

むぎ焼酎壱岐
１．８L（２５度）

壱岐グリーン
７２０㎖（２０度）

松永安左エ門翁
７２０㎖（４３度）

壱岐スーパーゴールド
７２０㎖（２２度）

◎お酒は２０歳になってから。 ◎お酒は適量を。 ◎妊娠中・授乳期の飲酒には気をつけましょう。

取締役会長 山 内 賢 明 取締役社長 山 内 昭 人 取締役副社長 山 内 博 達
玄海酒造株式会社

〒８１１‐５１２５長崎県壱岐市郷ノ浦町志原西触５５０‐１
TEL.０９２０‐４７‐０１６０ FAX.０９２０‐４７‐０２１１ www.mugishochu-iki.com
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〒１０４‐００４５ 東京都中央区築地１丁目１２番２２号
コンワビル４階

TEL．０３（３５２４）３９１１
FAX．０３（３５２４）３９１２
E-mail:aiwa@aiwa-patent.jp
URLhttp://www.aiwa-patent.jp

あ い わ 特許業務法人

（郷ノ浦町物部出身）

白 石 光 男所 長
弁 理 士

代表取締役 高 見 仁 也

〒１４４‐００３１
東京都大田区東蒲田二丁目６番１６号

総合ビルメンテナンス業
特殊セラミックの断熱塗料剤「ガイナ」

株式会社クラカタ商事

URL：http://www.kurakata.co.jp

住宅リフォーム専門
各種リフォーム設計・施工

代表取締役 宮坂 忠孝

住宅安全整備株式会社

〒２５３−００８４
神奈川県茅ヶ崎市円蔵２０７８
電話・FAX ０４６７−８４−８２５５
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〒８１１‐５２１４
長崎県壱岐市石田町印通寺浦３２７‐２

江田歯科医院

電話０９２０‐４４‐６９４６

院長 江 田 和 夫

壱岐市勝本町立石西触101

TEL0920-43-0124
http://ikijimaso.kankai.net/

天然温泉掛け流しの
宿。壱岐で唯一、展望
温泉の大浴場。湯気と
窓の向こうには壱岐・
湯の本湾の絶景が広
がります。

国民宿舎壱岐島荘
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〈東京壱岐雪州会〉の来歴

東
京
壱
岐
雪
州
会
は
長
崎
県
壱
岐
市
出
身
者
の
関
東
地
区
に
お
け

る
親
睦
団
体
で
す
。
１
９
１
７
年
の
創
立
以
来
今
年
で
９９
周
年
の
歴

史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
来
年
の
２
０
１
７
年
に
は
記
念
す
べ
き
１
０

０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

最
初
は
雪
州
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
こ
の
名
称
が
長
く
続
き
ま
し

た
が
、
福
岡
、
関
西
、
中
部
（
現
東
海
）
壱
岐
人
会
で
も
一
時
期

「
○
○
雪
州
会
」
と
し
、
本
家
の
雪
州
会
で
も
「
東
京
」
を
冠
し
て

「
東
京
雪
州
会
」
と
し
て
長
期
間
親
し
ま
れ
て
来
ま
し
た
。
た
だ
東

京
以
外
は
名
称
か
ら
「
雪
州
会
」
を
外
し
て
「
○
○
壱
岐
の
会
」
に

変
更
し
て
い
ま
す
。

雪
州
会
の
対
外
活
動
も
年
々
盛
ん
に
な
り
「
東
京
雪
州
会
」
で
は

壱
岐
出
身
者
の
団
体
で
あ
る
こ
と
が
外
部
に
分
か
り
づ
ら
い
。
そ
こ

で
２
０
１
２
年
の
創
立
９５
周
年
を
機
に
「
東
京
壱
岐
雪
州
会
」
に
変

更
。「
壱
岐
」
を
名
称
に
入
れ
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
同
時
に
創
立
時
か
ら
続
く
伝
統
あ
る
「
雪
州
会
」
の
名
称
も
残

し
た
わ
け
で
す
。

玄
界
灘
に
位
置
す
る
壱
岐
の
島
は
古
事
記
の
時
代
か
ら「
大
八
州
」

（
お
お
や
し
ま
）
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
日
本
書
紀
で
は
「
壱
岐
の

州
」
ま
た
は
「
壱
岐
の
島
」
と
表
記
し
、
い
ず
れ
も
「
ゆ
き
の
し
ま
」

と
読
ま
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
雪
州
会
の
名
称
の
由
来
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
多
く
の
古
書
に
よ
る
読
み
方
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
ほ

ぼ
確
か
な
よ
う
で
す
。

歴
代
会
長
＝
初
代
三
富
道
真
、
２
代
松
永
安
左
エ
門
（
終
身
）、
３

代
眞
鍋
儀
十
、
４
代
白
川
応
則
、
５
代
長
岡
元
、
６
代
松
坂
直
美
、

７
代
後
藤
圀
丸
、
８
代
立
石
公
博
、
９
代
森
谷
正
規
、
１０
代
山
内
賢

明
、
１１
代
牧
山
康
敏
、

１１

１２
代
万
谷
正
（
現
）
の
各
氏
と
続
く
。

来
年
は
創
立
１００
周
年
記
念

晩
秋
の
ふ
る
さ
と
壱
岐
の
田
園
は
い
ま
静
け
さ
を
取
り
戻
し
て
い

ま
し
ょ
う
か
。
４
月
の
熊
本
地
震
、
夏
の
猛
暑
に
雨
・
台
風
と
日
本

列
島
を
襲
っ
た
自
然
の
猛
威
に
私
た
ち
は
立
ち
す
く
む
ば
か
り
で

す
。
壱
岐
の
街
角
に
子
供
の
は
し
ゃ
ぐ
声
は
聞
こ
え
ず
、
行
き
交
う

人
影
も
ま
ば
ら
。
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

今
年
も
《
雪
州
会
だ
よ
り
》
４４
号
が
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
出
来

上
が
り
ま
し
た
。
壱
岐
の
方
か
ら
は
ふ
る
さ
と
ナ
マ
情
報
を
届
け
て

い
た
だ
き
、
懐
か
し
く
も
あ
り
、
勇
気
を
も
ら
い
ま
す
。
会
員
様
か

ら
の
話
に
は
都
会
で
暮
ら
す
日
常
や
、
雪
州
会
へ
の
熱
い
思
い
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
壱
岐
を
旅
し
た
方
の
思
い
出
の
記
も
、
私
た
ち
に

と
っ
て
心
強
い
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

そ
し
て
多
く
の
企
業
・
団
体
様
か
ら
は
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
広

告
の
ご
協
賛
を
い
た
だ
き
感
謝
の
念
で
一
杯
で
す
。
有
り
難
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

東
京
壱
岐
雪
州
会
は
来
年
が
創
立
１
０
０
周
年
の
記
念
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。
１
世
紀
の
長
き
に
わ
た
り
会
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継

い
で
こ
ら
れ
た
先
達
の
方
々
の
ご
尽
力
に
思
い
を
致
す
と
き
、
後
に

続
く
私
た
ち
は
次
の
２
世
紀
目
に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
が
雪
州
会
の
歴
史
を
紡
い
で
い
る
の
で
す
。

（
牧
山
康
敏
）

〈
壱
岐
に
誇
り
を

未
来
に
夢
を
〉

◆「
雪
州
会
だ
よ
り
」４４
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
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